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補 1-1-1 

設計基準事故の選定について 

 

ＭＯＸ燃料加工施設における設計基準事故とは，核燃料物質が存在

するＭＯＸ燃料加工施設の各工程について，設備及び機器の破損，故

障，誤動作あるいは運転員の誤操作によって放射性物質を外部に放出

する可能性のある事象を想定し，その発生の可能性との関連において，

各種の安全設計の妥当性を確認するという観点から選定し，評価する

事象である。 

事業許可基準規則等に基づき，ＭＯＸ燃料加工施設の各工程につい

て，設計基準事故に至るおそれのある異常事象を抽出し，それぞれの

事象に対して発生防止対策が講じられていること，さらに発生防止の

安全機能が機能せずに設計基準事故が発生した場合を想定して，拡大

防止又は影響緩和の安全機能により公衆に著しい放射線被ばくのリス

クを与えないことを確認することで安全設計の妥当性を確認する。 

設計基準事故の選定においては，「閉じ込め機能の不全」又は「核燃

料物質による臨界」に至るおそれのある異常事象を抽出し，以下の事

象を除いたものを設計基準事故として選定する。 

・十分な発生防止対策に加えて，事象の進展が緩やかな事象 

・十分な発生防止対策に加えて，発生した際の影響が小さい事象 

・物理的に閉じ込め機能の不全又は核燃料物質による臨界に至らな

い事象 

 

１．異常事象の抽出 

抽出した異常事象を，以下のとおり分類する。なお，グローブボ

ックス，焼結炉，小規模焼結処理装置及びスタック乾燥装置の閉じ
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込め機能の不全の要因となる異常事象を「(１) 内部発生飛散物の

飛散（回転羽根の損壊）」から「(８) 焼結炉及び小規模焼結処理装

置の負圧維持機能の喪失」に，混合酸化物貯蔵容器及び燃料棒の閉

じ込め機能の不全の要因となる異常事象を「(９) 内部発生飛散物

の飛散（回転羽根の損壊）」から「(12) 混合酸化物貯蔵容器及び燃

料棒の落下」に，核燃料物質による臨界の要因となる異常事象を

「(13) 核燃料物質の誤搬入による臨界」に分類する。 

 (１) 内部発生飛散物の飛散（回転羽根の損壊） 

 (２) 内部発生飛散物の飛散（重量物落下） 

 (３) 機器の逸走 

 (４) 崩壊熱による温度上昇 

 (５) 火災 

 (６) グローブボックス及びスタック乾燥装置の負圧維持機能の喪 

   失 

 (７) 焼結炉及び小規模焼結処理装置への空気混入 

 (８) 焼結炉及び小規模焼結処理装置の負圧維持機能の喪失 

 (９) 内部発生飛散物の飛散（回転羽根の損壊） 

 (10) 内部発生飛散物の飛散（重量物落下） 

 (11) 燃料棒と機器の干渉 

 (12) 混合酸化物貯蔵容器及び燃料棒の落下 

 (13) 核燃料物質の誤搬入による臨界 

  なお，オープンポートボックス，フード，ウラン粉末缶等におけ

る閉じ込めに関する異常事象については，万一，当該機器から核燃

料物質が漏えいしたとしても，公衆に著しい放射線被ばくのリスク

を与えないことが明らかであること，さらに混合酸化物貯蔵容器及
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び燃料棒における火災による閉じ込め機能の不全の要因となる異常

事象については，核燃料物質が不燃性材料で覆われているため，火

災により閉じ込め機能の不全には至らないことから，これらの事象

に対して事象分類を“－”として整理し，設計基準事故の選定から

除外する。 

 

２．設計基準事故の選定結果 

  設計基準事故の選定結果を以下のとおり表示する。 

○：発生した際の影響の大きさの観点から拡大防止対策及び影響緩

和対策の妥当性を確認するために設計基準事故として選定する

事象。 

△：十分な発生防止対策に加えて，事象の進展が緩やかであり，事

故の発生を防止するための時間余裕があるため，設計基準事故

として選定する必要のない事象。 

×：十分な発生防止対策に加えて，発生した際の影響が小さいため，

設計基準事故として選定する必要のない事象。 

－：物理的に閉じ込め機能の不全に至らない事象。 

なお，事象分類「(13) 核燃料物質の誤搬入による臨界」に該当

する事象については，設計基準事故の選定結果を以下のとおり表示

する。 

－：核燃料物質が誤搬入されたとしても臨界が発生しない事象（質

量管理を行う設備では，十分な発生防止対策に加えて，核燃料

物質がグローブボックス内に誤搬入されたとしても，未臨界質

量(注１)を十分に下回るため臨界が発生しない。また，形状寸

法管理を行う設備及びウランのみを取り扱う設備では，物理的
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に臨界が発生しない。）。 

(注１) 想定する核燃料物質性状で，水反射体2.5cm，球形状モ

デルにて計算した中性子実効増倍率が，推定臨界下限増

倍率0.97を下回る質量。 

 

   設計基準事故の選定結果を第１表から第11表に示す。なお，２

系統又は３系統ある設備及び機器については，まとめて１系統と

して記載する。 

 



第１表　原料粉末受入工程（1／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
受入設備

洞道搬送
台車

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(10)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。 ×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容
器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による混
合酸化物貯
蔵容器の落
下

　洞道搬送台車は，軌道走行型とし，転倒しにくい構造とするとともに，逸走防止
等のための機構を設ける設計であるため，混合酸化物貯蔵容器の落下は考えられ
ず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる混合酸
化物貯蔵容
器の落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるとともに，動力が喪失したときに移動を停止する設計であるため，混合酸化物
貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

11



第１表　原料粉末受入工程（2／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
受入設備

洞道搬送
台車

-

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

貯蔵容器
受入設備

受渡ピッ
ト

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

貯蔵容器
受入設備

受渡天井
クレーン

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(10)

逸走による
重量物の落
下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，逸走を防止する
ための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発生を防止する設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が
破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物をつり上げて搬送する機器は，つり
上げ用の把持具又はフックにはつり荷の脱落防止機構又はつかみ不良時のつり上げ
防止機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機器は，搬送するための動
力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設けることに
より，重量物の落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下
による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（3／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
受入設備

受渡天井
クレーン

ー

(10)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走による
混合酸化物
貯蔵容器の
落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるため，混合酸化物貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損す
ることはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる混合酸
化物貯蔵容
器の落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるとともに，動力が喪失したときに移動を停止する設計であるため，混合酸化物
貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

ワイヤ等の
切断による
混合酸化物
貯蔵容器の
落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるため，混合酸化物貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損す
ることはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第１表　原料粉末受入工程（4／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
受入設備

保管室ク
レーン

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(10)

逸走による
重量物の落
下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，逸走を防止する
ための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発生を防止する設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が
破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物をつり上げて搬送する機器は，つり
上げ用の把持具又はフックにはつり荷の脱落防止機構又はつかみ不良時のつり上げ
防止機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機器は，搬送するための動
力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設けることに
より，重量物の落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下
による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。 ×

(12)

逸走による
混合酸化物
貯蔵容器の
落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるため，混合酸化物貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損す
ることはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる混合酸
化物貯蔵容
器の落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるとともに，動力が喪失したときに移動を停止する設計であるため，混合酸化物
貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（5／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
受入設備

保管室ク
レーン

－

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

貯蔵容器
受入設備

貯蔵容器
検査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる混合酸
化物貯蔵容
器の落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるとともに，動力が喪失したときに移動を停止する設計であるため，混合酸化物
貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

ウラン受
入設備

ウラン粉
末缶受払
移載装置

－

－

火災 　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（6／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ウラン受
入設備

ウラン粉
末缶受払
移載装置

－

－

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よる重量物
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－

－

火災 　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

逸走又は転
倒によるウ
ラン粉末缶
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よるウラン
粉末缶の落
下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（7／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ウラン受
入設備

ウラン粉
末缶受払
搬送装置

－

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－

原料粉末
受払設備

貯蔵容器
受払装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（8／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料粉末
受払設備

貯蔵容器
受払装置

－

(10)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。 ×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容
器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による混
合酸化物貯
蔵容器の落
下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるため，混合酸化物貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損す
ることはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる混合酸
化物貯蔵容
器の落下

　混合酸化物貯蔵容器の取扱いにおいては，落下防止のための機構を設ける設計で
あるとともに，動力が喪失したときに移動を停止する設計であるため，混合酸化物
貯蔵容器の落下は考えられず，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。
　仮に混合酸化物貯蔵容器が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱
う設計であるため，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

88



第１表　原料粉末受入工程（9／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料粉末
受払設備

外蓋着脱
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　混合酸化物貯蔵容器の汚染管理のための設備・機器であることから，万一，漏え
いしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，混合酸化物貯蔵容
器が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で混合酸化物貯蔵容器が破損したとしても，混合酸化物
貯蔵容器においては混合酸化物貯蔵容器中の粉末缶の中にＭＯＸ粉末が収納されて
いることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（10／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料粉末
受払設備

ウラン粉
末払出装
置

－

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よる重量物
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第１表　原料粉末受入工程（11／11）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料粉末
受払設備

ウラン粉
末払出装
置

－

－

火災 　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

逸走又は転
倒によるウ
ラン粉末缶
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よるウラン
粉末缶の落
下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（1／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

つり具から
の重量物の
落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，
つり上げ用の把持具又はフックにはつり荷の脱落防止機構又はつかみ不良時のつり
上げ防止機構を設けることにより，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計
であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが
破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（2／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
取出装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（3／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末秤
量・分取
装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（4／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末秤
量・分取
装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（5／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

ウラン粉
末・回収
粉末秤
量・分取
装置

ウラン粉
末・回収
粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（6／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

ウラン粉
末・回収
粉末秤
量・分取
装置

ウラン粉
末・回収
粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（7／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

予備混合
装置

予備混合
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（8／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

予備混合
装置

予備混合
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，添加剤の投入に際して
は，誤投入防止機構を設け，さらに臨界が発生しない機器容積とすることにより，
臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。 －
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第２表　粉末調整工程（9／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

一次混合
装置

一次混合
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（10／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

一次混合
設備

一次混合
装置

一次混合
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（11／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

一次混合
粉末秤
量・分取
装置

一次混合
粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（12／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

一次混合
粉末秤
量・分取
装置

一次混合
粉末秤
量・分取
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（13／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

ウラン粉
末秤量・
分取装置

ウラン粉
末秤量・
分取装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のウラン粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のウラン粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（14／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

ウラン粉
末秤量・
分取装置

ウラン粉
末秤量・
分取装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（15／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

均一化混
合装置

均一化混
合装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（16／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

均一化混
合装置

均一化混
合装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×
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第２表　粉末調整工程（17／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

均一化混
合装置

均一化混
合装置グ
ローブ
ボックス

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，添加剤の投入に際して
は，誤投入防止機構を設け，さらに臨界が発生しない機器容積とすることにより，
臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

　

－

二次混合
設備

造粒装置 造粒装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（18／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

造粒装置 造粒装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第２表　粉末調整工程（19／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

造粒装置 造粒装置
グローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

二次混合
設備

添加剤混
合装置

添加剤混
合装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（20／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

添加剤混
合装置

添加剤混
合装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮に火災が発生した場合，影響の大きさから拡大防止対策及び影響緩和対策の妥
当性を確認するために，設計基準事故として選定する。

○

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第２表　粉末調整工程（21／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

二次混合
設備

添加剤混
合装置

添加剤混
合装置グ
ローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，添加剤の投入に際して
は，誤投入防止機構を設け，さらに臨界が発生しない機器容積とすることにより，
臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

分析試料
採取設備

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

36



第２表　粉末調整工程（22／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析試料
採取設備

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置グロー
ブボック
ス

(３)

機器の逸走 　グローブボックス内でＭＯＸ粉末及びペレットを取り扱う可動機器は，逸走によ
りグローブボックスの閉じ込めに影響を及ぼさないよう，逸走防止の構造又は機構
を設ける設計であるため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に機器の逸走の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量の
ＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第２表　粉末調整工程（23／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析試料
採取設備

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置

原料ＭＯ
Ｘ分析試
料採取装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

分析試料
採取設備

分析試料
採取・詰
替装置

分析試料
採取・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第２表　粉末調整工程（24／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析試料
採取設備

分析試料
採取・詰
替装置

分析試料
採取・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(３)

機器の逸走 　グローブボックス内でＭＯＸ粉末及びペレットを取り扱う可動機器は，逸走によ
りグローブボックスの閉じ込めに影響を及ぼさないよう，逸走防止の構造又は機構
を設ける設計であるため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に機器の逸走の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量の
ＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第２表　粉末調整工程（25／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析試料
採取設備

分析試料
採取・詰
替装置

分析試料
採取・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・詰
替装置

回収粉末
処理・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（26／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・詰
替装置

回収粉末
処理・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第２表　粉末調整工程（27／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・詰
替装置

回収粉末
処理・詰
替装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
微粉砕装
置

回収粉末
微粉砕装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（28／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
微粉砕装
置

回収粉末
微粉砕装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第２表　粉末調整工程（29／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
微粉砕装
置

回収粉末
微粉砕装
置グロー
ブボック
ス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・混
合装置

回収粉末
処理・混
合装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（30／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・混
合装置

回収粉末
処理・混
合装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第２表　粉末調整工程（31／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

回収粉末
処理・混
合装置

回収粉末
処理・混
合装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，添加剤の投入に際して
は，誤投入防止機構を設け，さらに臨界が発生しない機器容積とすることにより，
臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ処理設
備

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（32／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，電気炉は可能な限り装置表面
の温度を低く保つ設計である。可燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するた
め，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は
金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×
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第２表　粉末調整工程（33／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置

再生スク
ラップ焙
焼処理装
置グロー
ブボック
ス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ処理設
備

再生スク
ラップ受
払装置

再生スク
ラップ受
払装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（34／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

再生スク
ラップ受
払装置

再生スク
ラップ受
払装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第２表　粉末調整工程（35／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

容器移送
装置

容器移送
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第２表　粉末調整工程（36／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ処理設
備

容器移送
装置

容器移送
装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

粉末調整
工程搬送
設備

原料粉末
搬送装置

原料粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（37／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

原料粉末
搬送装置

原料粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第２表　粉末調整工程（38／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

原料粉末
搬送装置

原料粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

粉末調整
工程搬送
設備

再生スク
ラップ搬
送装置

再生スク
ラップ搬
送装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第２表　粉末調整工程（39／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

再生スク
ラップ搬
送装置

再生スク
ラップ搬
送装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

54



第２表　粉末調整工程（40／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

再生スク
ラップ搬
送装置

再生スク
ラップ搬
送装置グ
ローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

粉末調整
工程搬送
設備

添加剤混
合粉末搬
送装置

添加剤混
合粉末搬
送装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第２表　粉末調整工程（41／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

添加剤混
合粉末搬
送装置

添加剤混
合粉末搬
送装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

粉末調整
工程搬送
設備

調整粉末
搬送装置

調整粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第２表　粉末調整工程（42／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

調整粉末
搬送装置

調整粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第２表　粉末調整工程（43／43）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末調整
工程搬送
設備

調整粉末
搬送装置

調整粉末
搬送装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×
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第３表　ペレット加工工程（1／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

プレス装
置（粉末
取扱部）

プレス装
置（粉末
取扱部）
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第３表　ペレット加工工程（2／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

プレス装
置（粉末
取扱部）

プレス装
置（粉末
取扱部）
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮に火災が発生した場合，影響の大きさから拡大防止対策及び影響緩和対策の妥
当性を確認するために，設計基準事故として選定する。

○

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第３表　ペレット加工工程（3／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

プレス装
置（プレ
ス部）

プレス装
置（プレ
ス部）グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮に火災が発生した場合，影響の大きさから拡大防止対策及び影響緩和対策の妥
当性を確認するために，設計基準事故として選定する。

○

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（4／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

プレス装
置（プレ
ス部）

プレス装
置（プレ
ス部）グ
ローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

圧縮成形
設備

グリーン
ペレット
積込装置

グリーン
ペレット
積込装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第３表　ペレット加工工程（5／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

グリーン
ペレット
積込装置

グリーン
ペレット
積込装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第３表　ペレット加工工程（6／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

空焼結
ボート取
扱装置

空焼結
ボート取
扱装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第３表　ペレット加工工程（7／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

圧縮成形
設備

空焼結
ボート取
扱装置

空焼結
ボート取
扱装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

焼結設備 焼結ボー
ト供給装
置

焼結ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第３表　ペレット加工工程（8／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結ボー
ト供給装
置

焼結ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（9／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結ボー
ト供給装
置

焼結ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

焼結設備 焼結ボー
ト取出装
置

焼結ボー
ト取出装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第３表　ペレット加工工程（10／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結ボー
ト取出装
置

焼結ボー
ト取出装
置グロー
ブボック
ス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（11／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結ボー
ト取出装
置

焼結ボー
ト取出装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

焼結設備 焼結炉 －

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，焼結炉が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃で焼結炉に一部開
口部が生じたとしても，焼結炉内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることか
ら，多量のＭＯＸ粉末が焼結炉外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使
用するケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及
び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とす
る。火災源となり得る機器及び電気盤並びに安全上重要な施設のうち，機器，ダク
ト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造
材をステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用す
る設計である。万一，火災が発生しても，焼結炉の主要な構成材はステンレス鋼で
あることから，焼結炉が破損することはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（12／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結炉 －

(７)

過加熱に伴
う炉体の損
傷による酸
素混入

　炉内の異常な温度上昇を防止するため，過加熱防止回路により自動的に加熱を停
止する設計である。炉体及び閉じ込め境界を構成する部材には，不燃性材料又耐熱
性を有する材料を使用するとともに，溶接構造による空気が流入しにくい構造であ
る。万一，空気が混入した場合，酸素濃度計で空気の混入を検知し，所定の制御室
及び中央監視室に警報を発するとともに，ヒータ電源を遮断し，アルゴンガスで掃
気する設計であるため，爆発は考えられない。
　仮に焼結炉の損傷により爆発した場合，その影響の大きさから拡大防止及び影響
緩和対策の妥当性を確認するために，設計基準事故として評価する。

○

(７)

冷却水流量
低下に伴う
炉体の損傷
による酸素
混入

　炉殻表面が高温にならないよう，冷却水を循環させる冷水ポンプは予備機を有
し，当該ポンプが故障した場合には，予備機が起動する設計である。冷却水流量が
低下した場合，冷却水流量低による加熱停止回路によりヒータ電源を自動的に遮断
し加熱を停止する設計である。万一，空気が混入した場合，酸素濃度計で空気の混
入を検知し，所定の制御室及び中央監視室に警報を発するとともに，ヒータ電源を
遮断し，アルゴンガスで掃気する設計であるため，爆発は考えられない。
　仮に焼結炉の損傷により爆発した場合，その影響の大きさから拡大防止及び影響
緩和対策の妥当性を確認するために，設計基準事故として評価する。

○

(７)

誤動作に伴
う空気の流
入による酸
素混入

　焼結炉の出入口に置換室を設け，容器を出し入れする際には置換室内の雰囲気を
置換し，炉内へグローブボックス雰囲気が流入しない設計である。また，運転時に
炉内の圧力をグローブボックスより高くすることで，炉内へグローブボックス雰囲
気が混入しない設計である。万一，グローブボックスから酸素が混入した場合，酸
素濃度計により酸素の混入を検知し，所定の制御室及び中央監視室に警報を発する
とともに，自動でヒータを停止し，炉内雰囲気を不活性ガスであるアルゴンガスで
掃気する設計としているため，爆発は考えられない。
　仮に酸素の混入により爆発した場合，その影響の大きさから拡大防止及び影響緩
和対策の妥当性を確認するために，設計基準事故として評価する。

○
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第３表　ペレット加工工程（13／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 焼結炉 －

(８)

補助排風機
の停止

　排ガス処理装置の補助排風機は，非常用所内電源設備へ接続する設計である。ま
た，排ガス処理装置の補助排風機には予備機を設け，当該排風機が故障した場合
は，自動的に予備機に切り替わる設計である。
　仮に焼結炉内の負圧が維持できなくても，焼結炉は破損していないため，多量の
ＭＯＸ粉末が炉外に飛散又は漏えいすることはない。

×

(13)

焼結炉内へ
の核燃料物
質の誤搬入
による臨界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質が焼結炉内に誤搬入され
たとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

焼結設備 排ガス処
理装置

排ガス処
理装置グ
ローブ
ボックス
（上
部），排
ガス処理
装置グ
ローブ
ボックス
（下部）

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第３表　ペレット加工工程（14／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

焼結設備 排ガス処
理装置

排ガス処
理装置グ
ローブ
ボックス
（上
部），排
ガス処理
装置グ
ローブ
ボックス
（下部）

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

研削設備 焼結ペ
レット供
給装置

焼結ペ
レット供
給装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（15／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

研削設備 焼結ペ
レット供
給装置

焼結ペ
レット供
給装置グ
ローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第３表　ペレット加工工程（16／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

研削設備 焼結ペ
レット供
給装置

焼結ペ
レット供
給装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

研削設備 研削装置 研削装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第３表　ペレット加工工程（17／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

研削設備 研削装置 研削装置
グローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

研削設備 研削粉回
収装置

研削粉回
収装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第３表　ペレット加工工程（18／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

研削設備 研削粉回
収装置

研削粉回
収装置グ
ローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（19／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

研削設備 研削粉回
収装置

研削粉回
収装置グ
ローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

ペレット
検査設備

外観検査
装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第３表　ペレット加工工程（20／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

外観検査
装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

ペレット
検査設備

寸法・形
状・密度
検査装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第３表　ペレット加工工程（21／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

寸法・形
状・密度
検査装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

ペレット
検査設備

仕上がり
ペレット
収容装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（22／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

仕上がり
ペレット
収容装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第３表　ペレット加工工程（23／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

仕上がり
ペレット
収容装置

ペレット
検査設備
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

ペレット
検査設備

ペレット
立会検査
装置

ペレット
立会検査
装置グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（24／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

ペレット
立会検査
装置

ペレット
立会検査
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第３表　ペレット加工工程（25／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
検査設備

ペレット
立会検査
装置

ペレット
立会検査
装置グ
ローブ
ボックス

(５) グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

ペレット
加工工程
搬送設備

焼結ボー
ト搬送装
置

焼結ボー
ト搬送装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（26／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

焼結ボー
ト搬送装
置

焼結ボー
ト搬送装
置グロー
ブボック
ス

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（27／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

焼結ボー
ト搬送装
置

焼結ボー
ト搬送装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

ペレット
加工工程
搬送設備

ペレット
保管容器
搬送装置

ペレット
保管容器
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（28／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

ペレット
保管容器
搬送装置

ペレット
保管容器
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（29／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

ペレット
保管容器
搬送装置

ペレット
保管容器
搬送装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

ペレット
加工工程
搬送設備

回収粉末
容器搬送
装置

回収粉末
容器搬送
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第３表　ペレット加工工程（30／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

回収粉末
容器搬送
装置

回収粉末
容器搬送
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第３表　ペレット加工工程（31／31）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
加工工程
搬送設備

回収粉末
容器搬送
装置

回収粉末
容器搬送
装置グ
ローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６) 延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（1／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
編成設備

波板トレ
イ取出装
置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（2／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
編成設備

波板トレ
イ取出装
置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
編成設備

スタック
編成装置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（3／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
編成設備

スタック
編成装置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
編成設備

スタック
収容装置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

104



第４表　燃料棒加工工程（4／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
編成設備

スタック
収容装置

スタック
編成設備
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
編成設備

空乾燥
ボート取
扱装置

空乾燥
ボート取
扱装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（5／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
編成設備

空乾燥
ボート取
扱装置

空乾燥
ボート取
扱装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
乾燥設備

乾燥ボー
ト供給装
置

乾燥ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（6／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
乾燥設備

乾燥ボー
ト供給装
置

乾燥ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（7／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
乾燥設備

乾燥ボー
ト供給装
置

乾燥ボー
ト供給装
置グロー
ブボック
ス

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
乾燥設備

乾燥ボー
ト取出装
置

乾燥ボー
ト取出装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（8／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
乾燥設備

乾燥ボー
ト取出装
置

乾燥ボー
ト取出装
置グロー
ブボック
ス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

スタック
乾燥設備

スタック
乾燥装置

－

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，スタック乾燥装置が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でスタック乾燥装
置に一部開口部が生じたとしても，スタック乾燥装置内の圧力は工程室の圧力と同
等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がスタック乾燥装置外へ飛散又は漏えい
することはない。

×

(５)

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，スタック乾燥装置の主要な構成材はステンレス鋼で
あることから，スタック乾燥装置が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（9／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スタック
乾燥設備

スタック
乾燥装置

－

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，スタック乾燥装置内の負圧を維持できる。
　仮にスタック乾燥装置内の負圧を維持できなくても，スタック乾燥装置は破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がスタック乾燥装置外に飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

スタック乾
燥装置内へ
の核燃料物
質の誤搬入
による臨界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がスタック乾燥装置内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

挿入溶接
設備

被覆管供
給装置

－

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　被覆管の供給を行う設備・機器であることから，核燃料物質の漏えいは考えにく
いが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故と
して選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　被覆管の供給を行う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにく
いが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故と
して選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　被覆管の供給を行う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにく
いが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故と
して選定しない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（10／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

部材供給
装置（部
材供給
部），部
材供給装
置（部材
搬送部）

－

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　部材の供給を行う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　部材の供給を行う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　部材の供給を行う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

挿入溶接
設備

スタック
供給装置

スタック
供給装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（11／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

スタック
供給装置

スタック
供給装置
グローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（12／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

スタック
供給装置

スタック
供給装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

挿入溶接
設備

挿入溶接
装置

挿入溶接
装置（被
覆管取扱
部）グ
ローブ
ボックス
挿入溶接
装置（ス
タック取
扱部）グ
ローブ
ボックス
挿入溶接
装置（燃
料棒溶接
部）グ
ローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第４表　燃料棒加工工程（13／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

挿入溶接
装置

挿入溶接
装置（被
覆管取扱
部）グ
ローブ
ボックス
挿入溶接
装置（ス
タック取
扱部）グ
ローブ
ボックス
挿入溶接
装置（燃
料棒溶接
部）グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第４表　燃料棒加工工程（14／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

除染装置 除染装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第４表　燃料棒加工工程（15／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

汚染検査
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　挿入溶接後のＭＯＸ燃料棒の汚染検査を行う設備・機器であることから，放射性
物質の漏えいは考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さ
いため，設計基準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　挿入溶接後のＭＯＸ燃料棒の汚染検査を行う設備・機器であることから，放射性
物質の漏えいは考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さ
いため，設計基準事故として選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　挿入溶接後のＭＯＸ燃料棒の汚染検査を行う設備・機器であることから，放射性
物質の漏えいは考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さ
いため，設計基準事故として選定しない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（16／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

挿入溶接
設備

汚染検査
装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

オープン
ポートボッ
クス内への
核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がオープンポートボック
ス内に誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

ヘリウム
リーク検
査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(９)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃で燃料棒が破損し
たとしても，燃料棒においてはＭＯＸの形態がペレットであることから，多量のＭ
ＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（17／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

ヘリウム
リーク検
査装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

Ｘ線検査
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（18／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

Ｘ線検査
装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

ロッドス
キャニン
グ装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（19／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

ロッドス
キャニン
グ装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

外観寸法
検査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（20／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

外観寸法
検査装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

燃料棒移
載装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（21／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

燃料棒移
載装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒検
査設備

燃料棒立
会検査装
置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（22／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒検
査設備

燃料棒立
会検査装
置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒収
容設備

燃料棒収
容装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(11)

機器と燃料
棒の干渉

　燃料棒が貯蔵マガジンの所定の位置まで引き込まれたことの確認をセンサにより
行い，位置の確認が終了するまで次の動作を行わない機構を設ける設計としている
ため，燃料棒と機器が干渉することは考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒と機器の干渉で燃料棒が破損したとしても，ＭＯＸの形態がペレット
であることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（23／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒収
容設備

燃料棒収
容装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒収
容設備

燃料棒供
給装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(11)

機器と燃料
棒の干渉

　燃料棒が貯蔵マガジンの所定の位置まで引き込まれたことの確認をセンサにより
行い，位置の確認が終了するまで次の動作を行わない機構を設ける設計としている
ため，燃料棒と機器が干渉することは考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒と機器の干渉で燃料棒が破損したとしても，ＭＯＸの形態がペレット
であることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（24／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒収
容設備

燃料棒供
給装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒収
容設備

貯蔵マガ
ジン移載
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（25／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒収
容設備

貯蔵マガ
ジン移載
装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒解
体設備

燃料棒解
体装置

燃料棒解
体装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（26／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒解
体設備

燃料棒解
体装置

燃料棒解
体装置グ
ローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

グローブ
ボックス内
への核燃料
物質の誤搬
入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作
を想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－
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第４表　燃料棒加工工程（27／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒解
体設備

燃料棒解
体装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　燃料棒を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　燃料棒を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　燃料棒を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは考えにくい
が，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故とし
て選定しない。

×

128



第４表　燃料棒加工工程（28／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒解
体設備

燃料棒解
体装置

－

(10)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損する
ことはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

燃料棒解
体設備

溶接試料
前処理装
置

溶接試料
前処理装
置グロー
ブボック
ス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第４表　燃料棒加工工程（29／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒解
体設備

溶接試料
前処理装
置

溶接試料
前処理装
置グロー
ブボック
ス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

燃料棒解
体設備

溶接試料
前処理装
置

－

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　被覆管の溶接試料を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは
考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基
準事故として選定しない。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　被覆管の溶接試料を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは
考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基
準事故として選定しない。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　被覆管の溶接試料を取り扱う設備・機器であることから，放射性物質の漏えいは
考えにくいが，万一，漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基
準事故として選定しない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（30／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒加
工工程搬
送設備

ペレット
保管容器
搬送装置

ペレット
保管容器
搬送装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（31／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒加
工工程搬
送設備

ペレット
保管容器
搬送装置

ペレット
保管容器
搬送装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

燃料棒加
工工程搬
送設備

乾燥ボー
ト搬送装
置

乾燥ボー
ト搬送装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（32／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒加
工工程搬
送設備

乾燥ボー
ト搬送装
置

乾燥ボー
ト搬送装
置グロー
ブボック
ス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

燃料棒加
工工程搬
送設備

燃料棒搬
送装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×
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第４表　燃料棒加工工程（33／33）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒加
工工程搬
送設備

燃料棒搬
送装置

－

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第５表　燃料集合体組立工程（1／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立設
備

マガジン
編成装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(11)

機器と燃料
棒の干渉

　燃料棒が燃料集合体スケルトン，貯蔵マガジン又は組立マガジンの所定の位置ま
で引き込まれたことの確認をセンサにより行い，位置の確認が終了するまで次の動
作を行わない機構を設ける設計であるため，燃料棒と機器が干渉することは考えら
れず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒と機器の干渉で燃料棒が破損したとしても，ＭＯＸの形態がペレット
であることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第５表　燃料集合体組立工程（2／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立設
備

燃料集合
体組立装
置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(９)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃で燃料棒が破損し
たとしても，燃料棒においてはＭＯＸの形態がペレットであることから，多量のＭ
ＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(11)

機器と燃料
棒の干渉

　燃料棒が燃料集合体スケルトン，貯蔵マガジン又は組立マガジンの所定の位置ま
で引き込まれたことの確認をセンサにより行い，位置の確認が終了するまで次の動
作を行わない機構を設ける設計であるため，燃料棒と機器が干渉することは考えら
れず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒と機器の干渉で燃料棒が破損したとしても，ＭＯＸの形態がペレット
であることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（3／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立設
備

燃料集合
体組立装
置

－

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体洗浄設
備

燃料集合
体洗浄装
置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(９)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃で燃料棒が破損し
たとしても，燃料棒においてはＭＯＸの形態がペレットであることから，多量のＭ
ＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体第１検
査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（4／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体第１検
査装置

－

(12)

転倒による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を取り扱う機器は，転倒防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体第２検
査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

転倒による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を取り扱う機器は，転倒防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第５表　燃料集合体組立工程（5／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体仮置台

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

転倒による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を取り扱う機器は，転倒防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体立会検
査装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

転倒による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を取り扱う機器は，転倒防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（6／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体検査設
備

燃料集合
体立会検
査装置

－ (13) 核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体組立工
程搬送設
備

組立ク
レーン

－ － 火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(10) 逸走による
重量物の落
下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，逸走を防止する
ための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発生を防止する設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損すること
はない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10) 保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損する
ことはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10) つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（7／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立工
程搬送設
備

組立ク
レーン

－ (12) 逸走による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を搬送する機器は，逸走防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(12) 保持不良に
よる燃料集
合体の落下

　燃料集合体をつかむ爪の開閉検出器，着座検出器，機械的な固定等により，つか
み不良の場合には燃料集合体を持ち上げられず，荷重がなくならなければ爪が開放
しない落下防止のための機構を設ける設計である。また，燃料集合体を取り扱う搬
送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料集合体を保持できる設計であ
るため，燃料集合体の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(12) つりワイヤ
の切断によ
る燃料集合
体の落下

　つりワイヤを二重化した設計であるため，燃料集合体の落下は考えられず，燃料
棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(13) 核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体組立工
程搬送設
備

リフタ － － 火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（8／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立工
程搬送設
備

リフタ － (10) 逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10) 保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損する
ことはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10) つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12) 逸走による
燃料集合体
の落下

　燃料集合体を搬送する機器は，逸走防止を考慮した設計であるため，燃料集合体
の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(12) 保持不良に
よる燃料集
合体の落下

　燃料集合体を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料集
合体を保持できる設計であるため，燃料集合体の落下は考えられず，燃料棒が破損
することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×
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第５表　燃料集合体組立工程（9／9）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料集合
体組立工
程搬送設
備

リフタ － (12) つりワイヤ
の切断によ
る燃料集合
体の落下

　つりワイヤを二重化した設計であるため，燃料集合体の落下は考えられず，燃料
棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計で
あるため，燃料棒が破損することはない。

×

(13) 核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第６表　梱包出荷工程（1／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

貯蔵梱包
クレーン

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×

(10)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計であるため，重量物の落下による飛
散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することは
ない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

つりワイヤ等
の切断による
重量物の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することにより，
重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散
物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第６表　梱包出荷工程（2／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

貯蔵梱包
クレーン

－

(12)

逸走による燃
料集合体の落
下

　燃料集合体を搬送する機器は，逸走防止を考慮した設計であるため，燃料集合体の
落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計であ
るため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良によ
る燃料集合体
の落下

　燃料集合体をつかむ爪の開閉検出器，着座検出器，機械的な固定等により，つかみ
不良の場合には燃料集合体を持ち上げられず，荷重がなくならなければ爪が開放しな
い落下防止のための機構を設ける設計である。また，燃料集合体を取り扱う搬送設備
は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料集合体を保持できる設計であるため，
燃料集合体の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計であ
るため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

つりワイヤの
切断による燃
料集合体の落
下

　つりワイヤを二重化した設計であるため，燃料集合体の落下は考えられず，燃料棒
が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計であ
るため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質の
誤搬入による
臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

梱包・出
荷設備

燃料ホル
ダ取付装
置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×
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第６表　梱包出荷工程（3／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

燃料ホル
ダ取付装
置

－

(13)

核燃料物質の
誤搬入による
臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

梱包・出
荷設備

容器蓋取
付装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×

梱包・出
荷設備

梱包天井
クレーン

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×

(10)

逸走による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，逸走を防止するた
めの機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発生を防止する設計である
ため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはな
い。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することは
ない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第６表　梱包出荷工程（4／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

梱包天井
クレーン

－

(10)

つりワイヤ等
の切断による
重量物の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することにより，
重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散
物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走による燃
料集合体用輸
送容器の落下

　誤動作及び誤操作を考慮し，燃料集合体用輸送容器を搬送する機器は，逸走防止を
考慮した設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考えられず，燃料棒が破損
することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良によ
る燃料集合体
用輸送容器の
落下

　燃料集合体用輸送容器を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止
し，燃料集合体用輸送容器を保持できる設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落
下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

つりワイヤ等
の切断による
燃料集合体用
輸送容器の落
下

　つりワイヤ等を二重化した設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考えら
れず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×

梱包・出
荷設備

容器移載
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×
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第６表　梱包出荷工程（5／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

容器移載
装置

－

(12)

逸走又は転倒
による燃料集
合体用輸送容
器の落下

　燃料集合体用輸送容器を取り扱う機器は，逸走防止及び転倒防止を考慮した設計で
あるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考えられず，燃料棒が破損することはな
い。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱う設計であるため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良によ
る燃料集合体
用輸送容器の
落下

　燃料集合体用輸送容器を取り扱う機器は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃
料集合体用輸送容器を保持できる設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考
えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体が落下しても，破損しない高さである９ｍ以下で取り扱う設計であ
るため，燃料棒が破損することはない。

×

梱包・出
荷設備

保管室天
井クレー
ン

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要最小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステンレス
鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計である。万
一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用するた
め，燃料棒が破損することはない。

×

(10)

逸走による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，逸走を防止するた
めの機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発生を防止する設計である
ため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはな
い。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(10)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することは
ない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第６表　梱包出荷工程（6／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

梱包・出
荷設備

保管室天
井クレー
ン

－

(10)

つりワイヤ等
の切断による
重量物の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することにより，
重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散
物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸの
形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走による燃
料集合体用輸
送容器の落下

　誤動作及び誤操作を考慮し，燃料集合体用輸送容器を搬送する機器は，逸走防止を
考慮した設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考えられず，燃料棒が破損
することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良によ
る燃料集合体
用輸送容器の
落下

　燃料集合体用輸送容器を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止
し，燃料集合体用輸送容器を保持できる設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落
下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

つりワイヤ等
の切断による
燃料集合体用
輸送容器の落
下

　つりワイヤ等を二重化した設計であるため，燃料集合体用輸送容器の落下は考えら
れず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料集合体用輸送容器が落下しても，燃料集合体が落下しても破損しない高さ
である９ｍ以下で取り扱うため，燃料棒が破損することはない。

×
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第７表　貯蔵施設（1／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

貯蔵容器
一時保管
設備

一時保管
ピット

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，混合酸化物貯蔵容器の主要な構成材はステンレス鋼
であることから，混合酸化物貯蔵容器が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置グ
ローブ
ボックス

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第７表　貯蔵施設（2／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第７表　貯蔵施設（3／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
搬送装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第７表　貯蔵施設（4／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
設備

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
搬送装置

原料ＭＯ
Ｘ粉末缶
一時保管
装置グ
ローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第７表　貯蔵施設（5／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ウラン貯
蔵設備

ウラン貯
蔵棚

－

－

火災 　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－

ウラン貯
蔵設備

ウラン粉
末缶入出
庫装置

－

－

火災 　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よる重量物
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第７表　貯蔵施設（6／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ウラン貯
蔵設備

ウラン粉
末缶入出
庫装置

－

－

逸走又は転
倒によるウ
ラン粉末缶
の落下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

保持不良に
よるウラン
粉末缶の落
下

　ウラン－235含有率が天然ウラン中の含有率以下のウランを取り扱う設備・機器
である。ウラン同位体はプルトニウム同位体に比べて，比放射能（単位質量当たり
の放射能の強さ（Bｑ/g））が小さいことから，万一，漏えいしたとしても公衆に
対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

粉末一時
保管設備

粉末一時
保管装置

粉末一時
保管装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導
電動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊
による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボック
スのパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の
圧力と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又
は漏えいすることはない。

×

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。 －
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第７表　貯蔵施設（7／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末一時
保管設備

粉末一時
保管装置

粉末一時
保管装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第７表　貯蔵施設（8／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末一時
保管設備

粉末一時
保管搬送
装置

粉末一時
保管装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。 －

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第７表　貯蔵施設（9／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

粉末一時
保管設備

粉末一時
保管搬送
装置

粉末一時
保管装置
グローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

ペレット
一時保管
設備

ペレット
一時保管
棚

ペレット
一時保管
棚グロー
ブボック
ス

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。 －
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第７表　貯蔵施設（10／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
一時保管
設備

ペレット
一時保管
棚

ペレット
一時保管
棚グロー
ブボック
ス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第７表　貯蔵施設（11／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
一時保管
設備

焼結ボー
ト入出庫
装置

ペレット
一時保管
棚グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至ることはない。

－

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

172



第７表　貯蔵施設（12／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
一時保管
設備

焼結ボー
ト入出庫
装置

ペレット
一時保管
棚グロー
ブボック
ス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。 ×

ペレット
一時保管
設備

焼結ボー
ト受渡装
置

焼結ボー
ト受渡装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第７表　貯蔵施設（13／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
一時保管
設備

焼結ボー
ト受渡装
置

焼結ボー
ト受渡装
置グロー
ブボック
ス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第７表　貯蔵施設（14／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

ペレット
一時保管
設備

焼結ボー
ト受渡装
置

焼結ボー
ト受渡装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ貯蔵棚

スクラッ
プ貯蔵棚
グローブ
ボックス

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至るまでに運転員対応が可能な時間的余裕（１週間以上）があ
る。

△

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第７表　貯蔵施設（15／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ貯蔵棚

スクラッ
プ貯蔵棚
グローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器入出庫
装置

スクラッ
プ貯蔵棚
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×
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第７表　貯蔵施設（16／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器入出庫
装置

スクラッ
プ貯蔵棚
グローブ
ボックス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至るまでに運転員対応が可能な時間的余裕（１週間以上）があ
る。

△

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－
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第７表　貯蔵施設（17／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器入出庫
装置

スクラッ
プ貯蔵棚
グローブ
ボックス

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置グロー
ブボック
ス (２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第７表　貯蔵施設（18／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置グロー
ブボック
ス

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第７表　貯蔵施設（19／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

スクラッ
プ貯蔵設
備

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置

スクラッ
プ保管容
器受渡装
置グロー
ブボック
ス

(６)

窒素ガスの
過剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボッ
クスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパ
が誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合において
も，自動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になること
を防止する設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

製品ペ
レット貯
蔵設備

製品ペ
レット貯
蔵棚

製品ペ
レット貯
蔵棚グ
ローブ
ボックス

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至るまでに運転員対応が可能な時間的余裕（１週間以上）があ
る。

△

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第７表　貯蔵施設（20／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

製品ペ
レット貯
蔵設備

製品ペ
レット貯
蔵棚

製品ペ
レット貯
蔵棚グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

製品ペ
レット貯
蔵設備

ペレット
保管容器
入出庫装
置

製品ペ
レット貯
蔵棚グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

つりワイヤ
等の切断に
よる重量物
の落下

　重量物をつり上げて搬送する搬送機器は，つりワイヤ等を二重化することによ
り，重量物落下による飛散物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第７表　貯蔵施設（21／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

製品ペ
レット貯
蔵設備

ペレット
保管容器
入出庫装
置

製品ペ
レット貯
蔵棚グ
ローブ
ボックス

(４)

崩壊熱によ
る温度上昇

　グローブボックス内の負圧維持のために換気する設計であることから，換気設備
によりＭＯＸの崩壊熱を除去するため，グローブボックスが破損することはない。
　仮に換気が行われなかった場合においても，崩壊熱によるグローブボックスの閉
じ込め機能の不全に至るまでに運転員対応が可能な時間的余裕（１週間以上）があ
る。

△

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第７表　貯蔵施設（22／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

製品ペ
レット貯
蔵設備

ペレット
保管容器
受渡装置

ペレット
保管容器
受渡装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送す
る機器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散
物の発生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられ
ず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックス
が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとし
ても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量
のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さ
らに，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の
筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔
距離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損
はない。

－

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲
への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限
とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力
は消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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第７表　貯蔵施設（23／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

製品ペ
レット貯
蔵設備

ペレット
保管容器
受渡装置

ペレット
保管容器
受渡装置
グローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダ
ンパの閉止
による排気
経路の閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉
止する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが
誤って閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，
グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になる
ことはない。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×

燃料棒貯
蔵設備

燃料棒貯
蔵棚

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料棒貯
蔵設備

貯蔵マガ
ジン入出
庫装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(10)

逸走又は転
倒による重
量物の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物
の転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計であるため，重量物の落下によ
る飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×
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第７表　貯蔵施設（24／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒貯
蔵設備

貯蔵マガ
ジン入出
庫装置

－

(10)

保持不良に
よる重量物
の落下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するため
の動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設
計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，燃料棒が破損する
ことはない。
　仮に重量物の落下の衝撃で燃料棒が破損したとしても，燃料棒においてはＭＯＸ
の形態がペレットであることから，多量のＭＯＸ粉末が飛散することはない。

×

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

燃料棒貯
蔵設備

ウラン燃
料棒収容
装置

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(11)

機器と燃料
棒の干渉

　燃料棒が貯蔵マガジンの所定の位置まで引き込まれたことの確認をセンサにより
行い，位置の確認が終了するまで次の動作を行わない機構を設ける設計としている
ため，燃料棒と機器が干渉することは考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒と機器の干渉で燃料棒が破損したとしても，形態がペレットであるこ
とから，多量のウラン粉末が飛散することはない。 ×
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第７表　貯蔵施設（25／25）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

燃料棒貯
蔵設備

ウラン燃
料棒収容
装置

－

(12)

逸走又は転
倒による燃
料棒の落下

　燃料棒はローラコンベア等で移動し，落下防止のためガイド又はストッパを設置
する設計であるため，燃料棒の落下は考えられず，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(12)

保持不良に
よる燃料棒
の落下

　燃料棒を取り扱う搬送設備は，動力が喪失したときに移動を停止し，燃料棒を保
持できる設計であるため，燃料棒が破損することはない。
　仮に燃料棒が落下しても，破損しない高さである４ｍ以下で取り扱う設計である
ため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　本施設で取り扱うウランは，物理的に臨界は発生しない。

－

燃料集合
体貯蔵設
備

燃料集合
体貯蔵
チャンネ
ル

－

－

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。火災源となり得る機器及び電気盤の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，核燃料物質を収納する燃料棒は，不燃性材料を使用
するため，燃料棒が破損することはない。

×

(13)

核燃料物質
の誤搬入に
よる臨界

　形状寸法管理を行うため，物理的に臨界は発生しない。

－
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第８表　液体廃棄物の廃棄設備（1／4）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

低レベル
廃液処理
設備

検査槽 －

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

火災 　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

低レベル
廃液処理
設備

廃液貯槽 －

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

火災 　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

低レベル
廃液処理
設備

ろ過処理
装置

－

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×
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第８表　液体廃棄物の廃棄設備（2／4）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

低レベル
廃液処理
設備

ろ過処理
装置

－

－

火災 　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

低レベル
廃液処理
設備

吸着処理
装置

－

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×
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第８表　液体廃棄物の廃棄設備（3／4）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

低レベル
廃液処理
設備

吸着処理
装置

－

－

火災 　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

オープン
ポートボッ
クス外火災

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

オープン
ポートボッ
クス内火災

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

グローブ
ボックス排
風機の停止
によるオー
プンポート
ボックス開
口部の風速
維持機能の
喪失

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

低レベル
廃液処理
設備

床ドレン
回収槽

－

－

過電流に伴
う過回転に
よる回転羽
根の損壊

　空調機器ドレン水等を取り扱う系統及び機器であることから，万一，漏えいした
としても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第８表　液体廃棄物の廃棄設備（4／4）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

低レベル
廃液処理
設備

床ドレン
回収槽

－

－

火災 　空調機器ドレン水等を取り扱う系統及び機器であることから，万一，漏えいした
としても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（1／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 気送装置 －

－

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　分析試料等の少量の核燃料物質のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

－

火災 　分析試料等の少量の核燃料物質のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，
漏えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しな
い。

×

分析設備 受払装置 受払装置
グローブ
ボックス

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの支持構
造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を行
うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可
燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万一，グ
ローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火装置によ
り消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材料を使用す
ることから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（2／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 受払装置 受払装置
グローブ
ボックス

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　取り扱う核燃料物質は，分析試料等の少量の核燃料物質であり，核燃料物質の搬入
に際しては，質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，信頼性の高いインター
ロック（ＩＤ番号読取機，秤量器，計算機，運転員の管理）を設けることにより，機
械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を想定し
ても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入（バッ
グイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作による
二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分の１を
核的制限値として管理する。
　仮に臨界管理のインターロックが機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボッ
クス内に誤搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下
回るため臨界は発生しない。

－

分析設備 分析装置 分析装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの支持構
造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を行
うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可
燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万一，グ
ローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火装置によ
り消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材料を使用す
ることから，グローブボックスが破損することはない。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（3／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 分析装置 分析装置
グローブ
ボックス

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　取り扱う核燃料物質は，分析試料等の少量の核燃料物質であり，核燃料物質の搬入
に際しては，質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，信頼性の高いインター
ロック（ＩＤ番号読取機，秤量器，計算機，運転員の管理）を設けることにより，機
械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を想定し
ても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入（バッ
グイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作による
二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分の１を
核的制限値として管理する。
　仮に臨界管理のインターロックが機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボッ
クス内に誤搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下
回るため臨界は発生しない。

－

分析設備 分析装置 －

－

オープンポー
トボックス外
火災

　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（4／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 分析装置 －

－

オープンポー
トボックス内
火災

　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

グローブボッ
クス排風機の
停止による
オープンポー
トボックス開
口部の風速維
持機能の喪失

　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

フード外火災 　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

フード内火災 　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（5／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 分析装置 －

－

グローブボッ
クス排風機の
停止による
フード開口部
の風速維持機
能の喪失

　汚染のおそれのある物品のみを取り扱う設備・機器であることから，万一，漏えい
したとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

分析設備 分析済液
処理装置

分析済液
処理装置
グローブ
ボックス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を
必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの支持構
造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃
性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を行
うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可燃
性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可
燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万一，グ
ローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火装置によ
り消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材料を使用す
ることから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×
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第９表　核燃料物質の検査設備（6／6）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

分析設備 分析済液
処理装置

分析済液
処理装置
グローブ
ボックス

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　取り扱う核燃料物質は，分析試料等の少量の核燃料物質であり，核燃料物質の搬入
に際しては，質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，信頼性の高いインター
ロック（ＩＤ番号読取機，秤量器，計算機，運転員の管理）を設けることにより，機
械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を想定し
ても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入（バッ
グイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作による
二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分の１を
核的制限値として管理する。
　仮に臨界管理のインターロックが機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボッ
クス内に誤搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下
回るため臨界は発生しない。

－

分析設備 分析済液
処理装置

－

－

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，漏
えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×

－

火災 　低い放射性物質濃度の液体のみを取り扱う系統及び機器であることから，万一，漏
えいしたとしても公衆に対する影響が小さいため，設計基準事故として選定しない。

×
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第10表　実験設備（1／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模粉
末混合装
置

小規模粉
末混合装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。

×

(２)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機
器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発
生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グ
ローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損
することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第10表　実験設備（2／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模粉
末混合装
置

小規模粉
末混合装
置グロー
ブボック
ス

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパが
誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，自
動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止す
る設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入
（バッグイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作
による二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分
の１を核的制限値として管理する。さらに，取り扱う核燃料物質は，搬送容器で取り
扱う量と比較して少量である。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に誤
搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下回るため臨
界は発生しない。

－

小規模試
験設備

小規模プ
レス装置

小規模プ
レス装置
グローブ
ボックス

(２)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機
器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発
生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グ
ローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×
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第10表　実験設備（3／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模プ
レス装置

小規模プ
レス装置
グローブ
ボックス

(２)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損
することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×
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第10表　実験設備（4／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模プ
レス装置

小規模プ
レス装置
グローブ
ボックス

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパが
誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，自
動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止す
る設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入
（バッグイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作
による二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分
の１を核的制限値として管理する。さらに，取り扱う核燃料物質は，搬送容器で取り
扱う量と比較して少量である。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に誤
搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下回るため臨
界は発生しない。 －

小規模試
験設備

小規模焼
結処理装
置

－

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，小規模焼結処理装置が破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃で小規模焼結処理装
置に一部開口部が生じたとしても，小規模焼結処理装置内の圧力は工程室の圧力と同
等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末が小規模焼結処理装置外へ飛散又は漏えい
することはない。

×

(５)

火災 　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用
するケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周
囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。火
災源となり得る機器及び電気盤並びに安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケー
ブルトレイ，電線管及び盤の筐体並びにこれらの支持構造物の主要な構造材をステン
レス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料又は難燃性材料を使用する設計であ
る。万一，火災が発生しても，小規模焼結処理装置の主要な構成材はステンレス鋼で
あることから，焼結炉が破損することはない。

×

(７)

過加熱に伴う
炉体の損傷に
よる酸素混入

　炉内の異常な温度上昇を防止するため，過加熱防止回路により自動的に加熱を停止
する設計である。炉体及び閉じ込め境界を構成する部材には，不燃性材料及び耐熱性
を有する材料を使用するとともに，溶接構造による空気が流入しにくい構造である。
万一，空気が混入した場合，酸素濃度計で空気の混入を検知し，所定の制御室及び中
央監視室に警報を発するとともに，ヒータ電源を遮断し，アルゴンガスで掃気する設
計であるため，爆発は考えられない。
　仮に爆発が発生したとしても，小規模焼結処理装置で取り扱う核燃料物質量を考慮
すると，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第10表　実験設備（5／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模焼
結処理装
置

－

(７)

冷却水流量低
下に伴う炉体
の損傷による
酸素混入

　炉殻表面が高温にならないよう，冷却水を循環させる冷水ポンプは予備機を有し，
当該ポンプが故障した場合には，予備機が起動する設計である。冷却水流量が低下し
た場合，冷却水流量低による加熱停止回路によりヒータ電源を自動的に遮断し加熱を
停止する設計である。万一，空気が混入した場合，酸素濃度計で空気の混入を検知
し，所定の制御室及び中央監視室に警報を発するとともに，ヒータ電源を遮断し，ア
ルゴンガスで掃気する設計であるため，爆発は考えられない。
　仮に爆発が発生したとしても，小規模焼結処理装置で取り扱う核燃料物質量を考慮
すると，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(７)

誤動作に伴う
空気の流入に
よる酸素混入

　運転時に炉内の圧力をグローブボックスより高くすることで，炉内へグローブボッ
クス雰囲気が混入しない設計である。万一，グローブボックスから酸素が混入した場
合，酸素濃度計により酸素の混入を検知し，所定の制御室及び中央監視室に警報を発
するとともに，自動でヒータを停止し，炉内雰囲気を不活性ガスであるアルゴンガス
で掃気する設計としているため，爆発は考えられない。
　仮に爆発が発生したとしても，小規模焼結処理装置で取り扱う核燃料物質量を考慮
すると，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(８)

補助排風機の
停止

　小規模焼結炉排ガス処理装置の補助排風機は，非常用所内電源設備へ接続する設計
である。また，小規模焼結炉排ガス処理装置の補助排風機には予備機を設け，当該排
風機が故障した場合は，自動的に予備機に切り替わる設計である。
　仮に小規模焼結処理装置内の負圧が維持できなくても，小規模焼結処理装置は破損
していないため，多量のＭＯＸ粉末が炉外に飛散又は漏えいすることはない。

×

(13)

小規模焼結処
理装置内への
核燃料物質の
誤搬入による
臨界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質が小規模焼結処理装置内に
誤搬入されたとしても，未臨界質量を下回るため臨界は発生しない。

－

小規模試
験設備

－ 小規模焼
結処理装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。 ×
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第10表　実験設備（6／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

－ 小規模焼
結処理装
置グロー
ブボック
ス

(２)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機
器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発
生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グ
ローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損
することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第10表　実験設備（7／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

－ 小規模焼
結処理装
置グロー
ブボック
ス

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパが
誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，自
動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止す
る設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入
（バッグイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作
による二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分
の１を核的制限値として管理する。さらに，取り扱う核燃料物質は，搬送容器で取り
扱う量と比較して少量である。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に誤
搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下回るため臨
界は発生しない。 －
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第10表　実験設備（8／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模焼
結炉排ガ
ス処理装
置

小規模焼
結炉排ガ
ス処理装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×
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第10表　実験設備（9／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模焼
結炉排ガ
ス処理装
置

小規模焼
結炉排ガ
ス処理装
置グロー
ブボック
ス

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置された防火ダンパが誤っ
て閉止し空気雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，グロー
ブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，正圧になることはな
い。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

小規模試
験設備

小規模研
削検査装
置

小規模研
削検査装
置グロー
ブボック
ス

(１)

過電流に伴う
過回転による
回転羽根の損
壊

　電力を駆動源とする回転機器は，過電流遮断器等を設置することに加えて，誘導電
動機による回転数を制御する機構又はケーシングを有するため，回転羽根の損壊によ
る飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損することはない。
　仮に回転羽根の損壊による飛散物が発生し，その飛散物の衝撃でグローブボックス
のパネルに一部開口部が生じたとしても，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力
と同等以下であることから，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏え
いすることはない。

×

(２)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機
器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発
生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グ
ローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損
することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。 ×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－
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第10表　実験設備（10／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

小規模研
削検査装
置

小規模研
削検査装
置グロー
ブボック
ス

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパが
誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，自
動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止す
る設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13)

グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入
（バッグイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作
による二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分
の１を核的制限値として管理する。さらに，取り扱う核燃料物質は，搬送容器で取り
扱う量と比較して少量である。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に誤
搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下回るため臨
界は発生しない。

－

214



第10表　実験設備（11／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

資材保管
装置

資材保管
装置グ
ローブ
ボックス

(２)

逸走又は転倒
による重量物
の落下

　誤動作による重量物の落下を考慮し，重量物を積載して搬送する機器は，積載物の
転倒及び逸走を防止するための機構を設ける設計である。また，重量物を搬送する機
器は，逸走を防止するための機構を設けることにより，機器の落下による飛散物の発
生を防止する設計であるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グ
ローブボックスが破損することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(２)

保持不良によ
る重量物の落
下

　動力喪失による重量物の落下を考慮し，重量物を搬送する機器は，搬送するための
動力の供給が停止した場合に，取扱中の重量物の落下を防止する機構を設ける設計で
あるため，重量物の落下による飛散物の発生は考えられず，グローブボックスが破損
することはない。
　仮に重量物の落下の衝撃でグローブボックスのパネルに一部開口部が生じたとして
も，グローブボックス内の圧力は工程室の圧力と同等以下であることから，多量のＭ
ＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはない。

×

(５)

グローブボッ
クス外火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物質を必要 小限とする。さら
に，安全上重要な施設のうち，機器，ダクト，ケーブルトレイ，電線管及び盤の筐体
並びにこれらの支持構造物の主要な構造材は金属材料，コンクリート等の不燃性材料
を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生しても，想定される火災源に対しては離隔距
離を設ける設計又は遮熱板を設置する設計であるため，グローブボックスの破損はな
い。

－

(５)

グローブボッ
クス内火災

　着火源を排除するため，過電流遮断器等を設置し，安全上重要な施設に使用する
ケーブルを難燃性ケーブルとする設計である。また，可燃性物質への引火及び周囲へ
の延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込む可燃性物質を必要 小限と
し，保管する場合は金属製の容器等に収納する。
　仮にグローブボックス内で火災が発生しても，消火により外部に放出する駆動力は
消失することから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×
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第10表　実験設備（12／12）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

小規模試
験設備

資材保管
装置

資材保管
装置グ
ローブ
ボックス

(６)

グローブボッ
クス排風機の
停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合に
おいても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には非常
用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計であるた
め，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

窒素ガスの過
剰供給

　窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合，自動的にグローブボック
スへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止する設計であるため，グ
ローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(６)

延焼防止ダン
パの閉止によ
る排気経路の
閉塞

　グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパは，消火ガス放出後に閉止
する設計である。万一，グローブボックス排気ダクトに設置する延焼防止ダンパが
誤って閉止し窒素雰囲気型グローブボックスの負圧が浅くなった場合においても，自
動的にグローブボックスへの窒素ガス供給を停止することで正圧になることを防止す
る設計であるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損して
いないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすることはな
い。

×

(13) グローブボッ
クス内への核
燃料物質の誤
搬入による臨
界

　質量管理の取扱制限値の維持及び管理のため，誤搬入防止機構を設けることによ
り，機械若しくは器具の単一の故障若しくはその誤作動又は運転員の単一の誤操作を
想定しても臨界の発生を防止する設計としている。また，運転員が核燃料物質を搬入
（バッグイン）できるグローブボックスは，限定されており，運転員の単一の誤操作
による二重装荷の発生を考慮し，中性子実効増倍率が0.95以下に対応する質量の２分
の１を核的制限値として管理する。さらに，取り扱う核燃料物質は，搬送容器で取り
扱う量と比較して少量である。
　仮に誤搬入防止機構が機能せず，意図しない核燃料物質がグローブボックス内に誤
搬入されたとしても（運転員のバッグイン作業も含む），未臨界質量を下回るため臨
界は発生しない。 －
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第11表　選別・保管設備（1／1）

設備 機器
グローブ
ボックス

事象
分類

事象名 設計基準事故の選定検討 判定

選別・保
管設備

－ 選別・保
管グロー
ブボック
ス

(５)

グローブ
ボックス外
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，管理区域に持ち込む可燃性物
質を必要 小限とする。さらに，火災源となり得る機器及び電気盤並びにこれらの
支持構造物の主要な構造材はステンレス鋼，炭素鋼，コンクリート等の不燃性材料
又は難燃性材料を使用する設計である。
　仮にグローブボックス外で火災が発生したとしても，窒素消火装置による消火を
行うことから，多量のＭＯＸ粉末が放出されることは想定しにくい。

×

(５)

グローブ
ボックス内
火災

　着火源の発生を防止するため，過電流遮断器等を設置する設計である。また，可
燃性物質への引火及び周囲への延焼を防止するため，グローブボックス内に持ち込
む可燃性物質を必要 小限とし，保管する場合は金属製の容器等に収納する。万
一，グローブボックス内で火災が発生しても，火災を感知しグローブボックス消火
装置により消火ガスを放出すること，グローブボックスは不燃性材料又は難燃性材
料を使用することから，グローブボックスが破損することはない。

×

(６)

グローブ
ボックス排
風機の停止

　グローブボックス排風機には予備機を設ける設計であり，運転機が故障した場合
においても，自動的に予備機に切り替わる設計である。また，外部電源喪失時には
非常用所内電源設備からグローブボックス排風機に電力を自動的に供給する設計で
あるため，グローブボックス内の負圧を維持できる。
　仮にグローブボックス内の負圧を維持できなくても，グローブボックスは破損し
ていないため，多量のＭＯＸ粉末がグローブボックス外へ飛散又は漏えいすること
はない。

×
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補1－1－添1－1 

ＭＯＸ燃料加工施設における核燃料物質の取扱い 

 

 本資料は，ＭＯＸ燃料加工施設における核燃料物質の取扱

いについて説明する資料である。 

 ＭＯＸ燃料加工施設における全体工程及び燃料製造におけ

る主な処理フローを以下に示す。 

ＭＯＸ燃料加工施設の全体工程を第１図に示す。 

 

第１図 ＭＯＸ燃料加工施設の全体工程 

 

 燃料製造における主な処理フローのうち，原料粉末受入工

程は，原料ＭＯＸ粉末（プルトニウム富化度60％以下）及び

原料ウラン粉末を受け入れ，粉末調整工程に払い出す。原料

ＭＯＸ粉末は，ウランとプルトニウムの質量混合比が１対１

であり，再処理施設から受け入れる。また，原料ウラン粉末

はＭＯＸ燃料加工施設外から受け入れる。燃料製造工程にお



補1－1－添1－2 

ける主な処理フロー（原料粉末受入工程）を第２図に示す。 

 

 

第２図 燃料製造における主な処理フロー 

（原料粉末受入工程） 

  

燃料製造における主な処理フローのうち，粉末調整工程は，

原料粉末受入工程から原料ＭＯＸ粉末及び原料ウラン粉末を

受け入れるとともに，各設備より回収し処理した回収粉末

（プルトニウム富化度60％以下）を受け入れ，秤量・分取を

行った後，一次混合設備でプルトニウム富化度33％以下，二

次混合設備でプルトニウム富化度18％以下に混合し，次工程

であるペレット加工工程の圧縮成形に適した粉末に調整する。

燃料製造工程における主な処理フロー（粉末調整工程）を第

３図に示す。 
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第３図 燃料製造における主な処理フロー 

（粉末調整工程） 

 

 燃料製造における主な処理フローのうち，ペレット加工工

程は，粉末調整工程で調整した添加剤混合後の粉末（プルト

ニウム富化度18％以下）を圧縮成形し，成形したペレット

（プルトニウム富化度18％以下）を焼結設備で焼結する。 

焼結したペレットを研削した後，所定の検査を行う。燃料

製造工程における主な処理フロー（ペレット加工工程）を第

４図に示す。 

 

 

第４図 燃料製造における主な処理フロー 

（ペレット加工工程） 
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燃料製造における主な処理フローのうち，燃料棒加工工程

は，ペレット加工工程より搬送したペレットをスタックに編

成し，乾燥した後，下部端栓付被覆管（以下，「被覆管」と

いう。）にプレナムスプリングとともに挿入する。 

ペレット挿入後，上部端栓を溶接して密封し，ＢＷＲ燃料

棒で17％以下，ＰＷＲ燃料棒で18％以下のプルトニウム富化

度のＭＯＸ燃料棒とする。 

ＭＯＸ燃料棒は，所定の検査を実施した後に，貯蔵マガジ

ンへと収容する。燃料製造工程における主な処理フロー（燃

料棒加工工程）を第５図に示す。 

 

 

第５図 燃料製造における主な処理フロー 

（燃料棒加工工程） 

 

燃料製造における主な処理フローのうち，燃料集合体組立

工程及び梱包・出荷工程は，ＭＯＸ燃料棒及び燃料集合体部

材を組み合わせて，燃料集合体平均のプルトニウム富化度を

ＢＷＲ燃料集合体では11％以下，ＰＷＲ燃料集合体では14％

以下で燃料集合体を組み立てる。ＢＷＲ燃料集合体について

は，ウラン中のウラン－235含有率が５％以下のウラン燃料

棒をＭＯＸ燃料加工施設外から受け入れ，組み合わせる。組
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み立てた燃料集合体は，洗浄し，所定の検査を実施した後，

燃料集合体用輸送容器へ梱包し，出荷する。燃料製造工程に

おける主な処理フロー（燃料集合体組立工程及び梱包・出荷

工程）を第６図に示す。 

 

 

第６図 燃料製造における主な処理フロー 

（燃料集合体組立工程及び梱包・出荷工程） 

 

各工程及び各設備の詳細について１．以降に示す。 
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１．成形施設（原料粉末受入工程） 

１．１ 貯蔵容器受入設備 

洞道搬送台車は，貯蔵容器搬送用洞道を通して，再処理施

設とＭＯＸ燃料加工施設内の受渡天井クレーンの間で，混合

酸化物貯蔵容器を搬送する。 

受渡天井クレーンは，洞道搬送台車と受渡ピットの間で，

混合酸化物貯蔵容器の受渡しを行う。 

受渡ピットは，受渡天井クレーンと保管室クレーンの間で，

混合酸化物貯蔵容器の受渡しを行う際に，混合酸化物貯蔵容

器を仮置きする。 

保管室クレーンは，受渡ピット，貯蔵容器検査装置，貯蔵

容器一時保管設備及び原料粉末受払設備の間で，混合酸化物

貯蔵容器の受渡しを行う。また，保管室クレーンは，貯蔵容

器一時保管設備の上部の遮蔽蓋の取り外し及び取り付けを行

う。 

貯蔵容器検査装置は，混合酸化物貯蔵容器を再処理施設に

返却する際に，混合酸化物貯蔵容器外面の放射性物質の表面

密度を確認する。 

 貯蔵容器受入設備のイメージ図を第１．１－１図に示す。 
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第１．１－１図 貯蔵容器受入設備のイメージ図 
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１．２ ウラン受入設備 

ＭＯＸ燃料加工施設外から原料ウラン粉末入りのウラン粉

末缶を収納したウラン粉末缶輸送容器を受け入れる。 

ウラン粉末缶受払移載装置は，原料ウラン粉末用輸送容器

からウラン粉末缶を取り出し，ウラン粉末缶受払搬送装置へ

ウラン粉末缶の受渡しを行う。 

ウラン粉末缶受払搬送装置は，ウラン粉末缶受払移載装置，

ウラン貯蔵設備及び原料粉末受払設備の間で，ウラン粉末缶

を搬送する。 

ウラン受入設備のイメージ図を第１．２－１図に示す。 

 

第１．２－１図 ウラン受入設備のイメージ図 
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１．３ 原料粉末受払設備（外蓋着脱装置，貯蔵容器受払装

置） 

貯蔵容器受払装置は，貯蔵容器受入設備，外蓋着脱装置及

び原料ＭＯＸ粉末缶取出設備の間で，混合酸化物貯蔵容器を

搬送する。 

外蓋着脱装置は，貯蔵容器受入設備と原料ＭＯＸ粉末缶取

出設備の間で，混合酸化物貯蔵容器を搬送する際に，混合酸

化物貯蔵容器の外蓋の着脱を行う。 

原料粉末受払設備（外蓋着脱装置，貯蔵容器受払装置）の

イメージ図を第１．３－１図に示す。 

 

第１．３－１図 原料粉末受払設備（外蓋着脱装置，貯蔵容

器受払装置）のイメージ図 
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１．４ 原料粉末受払設備（ウラン粉末払出装置） 

ウラン粉末払出装置は，ウラン受入設備から受け入れたウ

ラン粉末缶を開缶し，原料ウラン粉末を取り出し，二次混合

設備へ原料ウラン粉末を払い出す。 

原料粉末受払設備（ウラン粉末払出装置）のイメージ図を

第１．４－１図に示す。 

 

第１．４－１図 原料粉末受払設備（ウラン粉末払出装置）

のイメージ図 
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２．成形施設（粉末調整工程） 

２．１ 原料ＭＯＸ粉末缶取出設備 

原料ＭＯＸ粉末缶取出装置は，原料粉末受払設備と粉末調

整工程搬送設備の間で，粉末缶の受渡し及び原料ＭＯＸ粉末

を取り出した後の粉末缶の一時的な仮置きを行う。 

原料ＭＯＸ粉末缶取出設備のイメージ図を第２．１－１図

に示す。 

 

第２．１－１図 原料ＭＯＸ粉末缶取出設備のイメージ図 
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２．２ 一次混合設備（原料ＭＯＸ粉末秤量・分取装置） 

原料ＭＯＸ粉末秤量・分取装置は，予備混合，一次混合時

に所定のプルトニウム富化度（33％以下）となるよう原料Ｍ

ＯＸ粉末を受け入れ，所定量を秤量・分取する。 

原料ＭＯＸ粉末秤量・分取装置のイメージ図を第２．２－

１図に示す。 

 

第２．２－１図 原料ＭＯＸ粉末秤量・分取装置のイメージ

図 

 

  



補1－1－添1－13 

２．３ 一次混合設備（ウラン粉末・回収粉末秤量・分取装

置） 

 ウラン粉末・回収粉末秤量・分取装置は，予備混合，一次

混合時に所定のプルトニウム富化度（33％以下）となるよう

原料ウラン粉末及び回収粉末を受け入れ，粉末に応じた所定

量をそれぞれ秤量・分取する。また，二次混合時に所定のプ

ルトニウム富化度（18％以下）となるよう回収粉末の秤量・

分取を行う。 

ウラン粉末・回収粉末秤量・分取装置のイメージ図を第２．

３－１図に示す。 

 

第２．３－１図 ウラン粉末・回収粉末秤量・分取装置のイ

メージ図 
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２．４ 一次混合設備（予備混合装置） 

 予備混合装置は，秤量・分取された原料ＭＯＸ粉末，原料

ウラン粉末及び回収粉末を受け入れ，添加剤と合わせて一次

混合前の混合を行う。 

予備混合装置のイメージ図を第２．４－１図に示す。 

 

第２．４－１図 予備混合装置のイメージ図 
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２．５ 一次混合設備（一次混合装置） 

 一次混合装置は，予備混合後の粉末（プルトニウム富化度

33％以下）を受け入れ，ウラン合金ボールを使用し，微粉砕

混合する。 

一次混合装置のイメージ図を第２．５－１図に示す。 

 

 

第２．５－１図 一次混合装置のイメージ図 
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２．６ 二次混合設備（一次混合粉末秤量・分取装置） 

 一次混合粉末秤量・分取装置は，一次混合設備で所定のプ

ルトニウム富化度（33％以下）に調整した一次混合後の粉末，

原料ウラン粉末及び回収粉末を受け入れ，均一化混合時に所

定のプルトニウム富化度（18％以下）となるよう所定量をそ

れぞれ秤量・分取する。また，一次混合後の粉末の強制篩分

を行う。 

一次混合粉末秤量・分取装置のイメージ図を第２．６－１

図に示す。

 

 

第２．６－１図 一次混合粉末秤量・分取装置のイメージ図 
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２．７ 二次混合設備（ウラン粉末秤量・分取装置） 

 ウラン粉末秤量・分取装置は，原料粉末受払設備から原料

ウラン粉末を受け入れ，所定量を秤量・分取する。 

ウラン粉末秤量・分取装置のイメージ図を第２．７－１図

に示す。  

 

第２．７－１図 ウラン粉末秤量・分取装置のイメージ図 
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２．８ 二次混合設備（均一化混合装置） 

 均一化混合装置は，一次混合粉末秤量・分取装置及びウラ

ン粉末秤量・分取装置で秤量・分取した一次混合後の粉末，

原料ウラン粉末，回収粉末及び添加剤を均一に混合する。 

均一化混合装置のイメージ図を第２．８－１図に示す。  

 

第２．８－１図 均一化混合装置のイメージ図 
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２．９ 二次混合設備（造粒装置） 

 造粒装置は，均一化混合後の粉末を粗成形後に解砕し，圧

縮成形に適した粉末に調整する。 

造粒装置のイメージ図を第２．９－１図に示す。  

 

第２．９－１図 造粒装置のイメージ図 
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２．10 二次混合設備（添加剤混合装置） 

 添加剤混合装置は，均一化混合後の粉末又は造粒後の粉末

と添加剤を混合する。 

添加剤混合装置のイメージ図を第２．10－１図に示す。  

 

第２．10－１図 添加剤混合装置のイメージ図 
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２．11 粉末調整工程搬送設備（原料粉末搬送装置） 

 原料粉末搬送装置は，原料ＭＯＸ粉末缶取出設備，原料Ｍ

ＯＸ粉末缶一時保管設備，一次混合設備及び分析試料採取設

備の間で，粉末缶を搬送する。 

原料粉末搬送装置は，一次混合設備の各装置間で，容器を

搬送する。 

原料粉末搬送装置のイメージ図を第２．11－１図に示す。  

 

第２．11－１図 原料粉末搬送装置のイメージ図 
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２．12 粉末調整工程搬送設備（再生スクラップ搬送装置，

調整粉末搬送装置） 

 再生スクラップ搬送装置は，調整粉末搬送装置とスクラッ

プ処理設備の間で，容器を搬送する。 

調整粉末搬送装置は，粉末一時保管設備に隣接する各装置

間で，容器を搬送する。 

再生スクラップ搬送装置及び調整粉末搬送装置のイメージ

図を第２．12－１図に示す。  

 

第２．12－１図 再生スクラップ搬送装置及び調整粉末搬送

装置のイメージ図 
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２．13 粉末調整工程搬送設備（添加剤混合粉末搬送装置） 

 添加剤混合粉末搬送装置は，二次混合設備と圧縮成形設備

の間で，容器を搬送する。 

添加剤混合粉末搬送装置のイメージ図を第２．13－１図に

示す。  

 

第２．13－１図 添加剤混合粉末搬送装置のイメージ図 
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３．成形施設（ペレット加工工程） 

３．１ 圧縮成形設備（プレス装置） 

 プレス装置は，添加剤混合後の粉末を受け入れ，ペレット

に圧縮成形する。 

プレス装置のイメージ図を第３．１－１図に示す。  

 

第３．１－１図 プレス装置のイメージ図 
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３．２ 圧縮成形設備（グリーンペレット積込装置） 

 グリーンペレット積込装置は，プレス装置から圧縮成形さ

れたペレットを受け入れ，所定の頻度で抜き取ったペレット

の寸法及び重量の測定を行う。 

グリーンペレット積込装置のイメージ図を第３．２－１図

に示す。  

 

第３．２－１図 グリーンペレット積込装置のイメージ図 
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３．３ 圧縮成形設備（空焼結ボート取扱装置） 

 空焼結ボート取扱装置は，ペレット一時保管設備から容器

を受け入れ，グリーンペレット積込装置へ供給する。 

空焼結ボート取扱装置のイメージ図を第３．３－１図に示

す。 

  

第３．３－１図 空焼結ボート取扱装置のイメージ図 
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３．４ 焼結設備 

 焼結ボート供給装置は，ペレット一時保管設備から圧縮成

形されたペレットを受け入れ，焼結炉へ供給する。 

焼結炉は，受け入れたペレットを所定の温度で焼結する。 

焼結ボート取出装置は，焼結後のペレットを焼結炉から取

り出す。 

焼結ボート取出装置は，所定の頻度で抜き取ったペレット

の寸法及び重量の測定を行う。 

排ガス処理装置は，焼結炉から排出される混合ガスの冷却，

有機物の除去を行う。 

焼結設備のイメージ図を第３．４－１図に示す。  
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第３．４－１図 焼結設備のイメージ図 
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３．５ 研削設備 

焼結ペレット供給装置は，ペレット一時保管設備から受け

入れた容器より焼結されたペレットを取り出し，研削装置へ

供給する。 

研削装置は，受け入れたペレットを所定の外径に研削し，

外径測定を行う。 

研削粉回収装置は，研削装置で発生した研削粉を回収する。 

研削設備のイメージ図を第３．５－１図に示す。  

 

第３．５－１図 研削設備のイメージ図 
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３．６ ペレット検査設備（外観検査装置，寸法・形状・密

度検査装置，仕上がりペレット収容装置） 

外観検査装置は，研削後のペレットの外観検査を行う。 

寸法・形状・密度検査装置は，外観検査後のペレットにつ

いて，寸法，形状及び密度の検査を行う。 

仕上がりペレット収容装置は，検査を終了したペレットを

容器に収納する。 

ペレット検査設備（外観検査装置，寸法・形状・密度検査

装置，仕上がりペレット収容装置）のイメージ図を第３．６

－１図に示す。  

 

第３．６－１図 ペレット検査設備（外観検査装置，寸法・

形状・密度検査装置，仕上がりペレット収容装置） 

のイメージ図 
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３．７ ペレット検査設備（ペレット立会検査装置） 

ペレット立会検査装置は，ペレットを受け入れ，立会検査

（外観，寸法，形状及び密度検査）を行う。 

ペレット検査設備（ペレット立会検査装置）のイメージ図

を第３．７－１図に示す。  

 

第３．７－１図 ペレット検査設備（ペレット立会検査装置）

のイメージ図 
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３．８ ペレット加工工程搬送設備（焼結ボート搬送装置） 

焼結ボート搬送装置は，スクラップ処理設備，圧縮成形設

備，焼結設備，研削設備及びペレット一時保管設備の間で，

容器を搬送する。 

焼結ボート搬送装置のイメージ図を第３．８－１図に示す。

  

 

第３．８－１図 焼結ボート搬送装置のイメージ図 
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３．９ ペレット加工工程搬送設備（ペレット保管容器搬送

装置） 

ペレット保管容器搬送装置は，製品ペレット貯蔵設備，ス

クラップ貯蔵設備，研削設備，ペレット検査設備及び燃料棒

加工工程搬送設備の間で，容器の搬送を行う。 

ペレット保管容器搬送装置のイメージ図を第３．９－１図

に示す。  

 

第３．９－１図 ペレット保管容器搬送装置のイメージ図 
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３．10 ペレット加工工程搬送設備（回収粉末容器搬送装置） 

回収粉末容器搬送装置は，スクラップ処理設備，ペレット

一時保管設備及びスクラップ貯蔵設備の間で，容器を搬送す

る。 

回収粉末容器搬送装置のイメージ図を第３．10－１図に示

す。  

 

第３．10－１図 回収粉末容器搬送装置のイメージ図 
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４．被覆施設（燃料棒加工工程） 

４．１ スタック編成設備(波板トレイ取出装置，スタック編

成装置，スタック収容装置） 

波板トレイ取出装置は，製品ペレット貯蔵設備から受け入

れたペレットをスタック編成装置へ供給する。 

スタック編成装置は，受け入れたペレットをＭＯＸ燃料棒

１本に挿入する量に取り分ける。 

スタック収容装置は，ＭＯＸ燃料棒１本分のペレットを容

器に積載する。 

スタック編成設備(波板トレイ取出装置，スタック編成装置，

スタック収容装置）のイメージ図を第４．１－１図に示す。  

 

第４．１－１図 スタック編成設備(波板トレイ取出装置，ス

タック編成装置，スタック収容装置）のイメージ図 
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４．２ スタック編成設備(空乾燥ボート取扱装置） 

空乾燥ボート取扱装置は，容器をスタック収容装置へ供給

する。 

スタック編成設備(空乾燥ボート取扱装置）のイメージ図を

第４．２－１図に示す。  

 

第４．２－１図 スタック編成設備(空乾燥ボート取扱装置）

のイメージ図 
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４．３ スタック乾燥設備 

乾燥ボート供給装置は，スタック編成したペレットを受け

入れ，スタック乾燥装置へ供給する。 

スタック乾燥装置は，受け入れたペレットを所定の温度で

乾燥する。 

乾燥ボート取出装置は，乾燥後のペレットをスタック乾燥

装置から取り出す。 

スタック乾燥設備のイメージ図を第４．３－１図に示す。  

 

第４．３－１図 スタック乾燥設備のイメージ図 
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４．４ 挿入溶接設備 

被覆管乾燥装置は，被覆管を受け入れ，所定の温度で乾燥

する。 

被覆管供給装置は，被覆管乾燥装置から挿入溶接装置へ被

覆管を供給する。 

スタック供給装置は，燃料棒加工工程搬送設備により搬送

されたペレットを，挿入溶接装置へ供給する。 

部材供給装置は，上部端栓及びプレナムスプリングを挿入

溶接装置へ供給する。 

挿入溶接装置は，被覆管にペレットを挿入後，プレナムス

プリングを挿入し，上部端栓を取り付ける。さらに被覆管と

上部端栓を溶接する。 

除染装置は，ＭＯＸ燃料棒の除染を行う。 

汚染検査装置は，ＭＯＸ燃料棒の汚染検査を行う。 

挿入溶接設備のイメージ図を第４．４－１図に示す。  
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第４．４－１図 挿入溶接設備のイメージ図 
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４．５ 燃料棒検査設備 

ヘリウムリーク検査装置は，挿入溶接設備からＭＯＸ燃料

棒を受け入れ，ＭＯＸ燃料棒内に密封されているヘリウムの

リークがないことを確認する。 

Ｘ線検査装置は，ＭＯＸ燃料棒の溶接部にＸ線を透過させ

て撮影し，溶接部の健全性確認を行う。 

ロッドスキャニング装置は，ＭＯＸ燃料棒内部の健全性を

放射線計測により確認を行う。 

外観寸法検査装置は，燃料棒全長等の寸法検査及び遠隔目

視による外観検査を行う。 

燃料棒立会検査装置は，立会検査（燃料棒全長等の寸法検

査及び遠隔目視による外観検査）を行う。 

燃料棒移載装置は，挿入溶接設備から受け入れたＭＯＸ燃

料棒を各検査装置及び燃料棒収容設備に移載する。 

燃料棒検査設備のイメージ図を第４．５－１図に示す。 

 

第４．５－１図 燃料棒検査設備のイメージ図 
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４．６ 燃料棒収容設備 

燃料棒収容装置は，燃料棒検査設備から受け入れたＭＯＸ

燃料棒を貯蔵マガジンに収容し，貯蔵マガジン移載装置へと

払い出す。 

燃料棒供給装置は，貯蔵マガジン移載装置から受け入れた

貯蔵マガジンからＭＯＸ燃料棒及び被覆管を取り出し，燃料

棒検査設備へと払い出す。 

貯蔵マガジン移載装置は，燃料棒収容装置，燃料棒供給装

置及び燃料棒貯蔵設備の間で，貯蔵マガジンを移載する。 

燃料棒収容設備のイメージ図を第４．６－１図に示す。 

 

第４．６－１図 燃料棒収容設備のイメージ図 
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４．７ 燃料棒加工工程搬送設備（ペレット保管容器搬送装

置） 

ペレット保管容器搬送装置は，ペレット加工工程搬送設備，

ペレット検査設備，スタック編成設備及び燃料棒解体設備の

間で，容器を搬送する。 

ペレット保管容器搬送装置のイメージ図を第４．７－１図

に示す。 

 

第４．７－１図 ペレット保管容器搬送装置のイメージ図 
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４．８ 燃料棒加工工程搬送設備（乾燥ボート搬送装置） 

乾燥ボート搬送装置は，スタック編成設備，スタック乾燥

設備及び挿入溶接設備の間で，容器を搬送する。 

乾燥ボート搬送装置のイメージ図を第４．８－１図に示す。 

 

第４．８－１図 乾燥ボート搬送装置のイメージ図 
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４．９ 燃料棒加工工程搬送設備（燃料棒搬送装置） 

燃料棒搬送装置は，挿入溶接設備，燃料棒検査設備及び燃

料棒解体設備の間で，ＭＯＸ燃料棒及び被覆管を搬送する。 

燃料棒搬送装置のイメージ図を第４．９－１図に示す。 

 

第４．９－１図 燃料棒搬送装置のイメージ図 
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５．組立施設（燃料集合体組立工程） 

５．１ 燃料集合体組立設備（マガジン編成装置，スケルト

ン組立装置） 

マガジン編成装置は，燃料棒貯蔵設備から受け入れた貯蔵

マガジンから組立マガジンに燃料棒を受け渡す。 

スケルトン組立装置は，燃料集合体組立の準備作業として

燃料集合体部材をスケルトンに組み立てる。 

マガジン編成装置及びスケルトン組立装置のイメージ図を

第５．１－１図に示す。 

 

第５．１－１図 マガジン編成装置及びスケルトン組立装置

のイメージ図 
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５．２ 燃料集合体組立設備（燃料集合体組立装置） 

燃料集合体組立装置は，組立マガジンから燃料棒を引き抜

きスケルトンに挿入した後，燃料集合体部材を取り付け，燃

料集合体を組み立てる。 

燃料集合体組立装置のイメージ図を第５．２－１図に示す。 

 

第５．２－１図 燃料集合体組立装置のイメージ図 
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５．３ 燃料集合体洗浄設備 

燃料集合体洗浄装置は，燃料集合体に窒素ガスを噴きつけ，

燃料集合体の表面を洗浄する。 

燃料集合体洗浄装置のイメージ図を第５．３－１図に示す。 

 

第５．３－１図 燃料集合体洗浄装置のイメージ図 
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５．４ 燃料集合体検査設備（燃料集合体第１検査装置，燃

料集合体第２検査装置，燃料集合体仮置台） 

燃料集合体第１検査装置は，燃料集合体の寸法検査等を行

う。 

燃料集合体第２検査装置は，燃料集合体の外観検査等を行

う。 

燃料集合体仮置台は，検査前後の燃料集合体を仮置きする。 

燃料集合体検査設備（燃料集合体第１検査装置，燃料集合

体第２検査装置，燃料集合体仮置台）のイメージ図を第５．

４－１図に示す。 

 

第５．４－１図 燃料集合体検査設備（燃料集合体第１検査

装置，燃料集合体第２検査装置，燃料集合体仮置台） 

のイメージ図 
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５．５ 燃料集合体検査設備（燃料集合体立会検査装置） 

燃料集合体立会検査装置は，燃料集合体を受け入れ，立会

検査（寸法及び外観検査）を行う。 

燃料集合体立会検査装置のイメージ図を第５．５－１図に

示す。 

 

第５．５－１図 燃料集合体立会検査装置のイメージ図 
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５．６ 燃料集合体組立工程搬送設備 

組立クレーンは，燃料集合体組立設備，燃料集合体洗浄設

備，燃料集合体検査設備及びリフタの間で，燃料集合体を搬

送する。 

リフタは，組立クレーンと梱包・出荷設備の間で，燃料集

合体の受渡しを行う。 

燃料集合体組立工程搬送設備のイメージ図を第５．６－１

図に示す。 

 

第５．６－１図 燃料集合体組立工程搬送設備のイメージ図 
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６．組立施設（梱包・出荷工程） 

６．１ 梱包・出荷設備（貯蔵梱包クレーン，燃料ホルダ取

付装置，容器蓋取付装置） 

貯蔵梱包クレーンは，燃料集合体組立設備，燃料集合体検

査設備，燃料集合体貯蔵設備，燃料ホルダ取付装置及び容器

蓋取付装置の間で，燃料集合体を搬送する。 

燃料ホルダ取付装置は，ＢＷＲ燃料集合体に燃料ホルダを

取り付ける。 

容器蓋取付装置は，燃料集合体用輸送容器の垂直固定及び

燃料集合体用輸送容器から取り外した蓋等の取り付け及び一

時仮置きを行う。 

貯蔵梱包クレーン，燃料ホルダ取付装置及び容器蓋取付装

置のイメージ図を第６．１－１図に示す。 

 

第６．１－１図 貯蔵梱包クレーン，燃料ホルダ取付装置及

び容器蓋取付装置のイメージ図 
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６．２ 梱包・出荷設備（梱包天井クレーン，容器移載装置） 

梱包天井クレーンは，容器蓋取付装置と容器移載装置の間

で，燃料集合体用輸送容器を搬送する。 

容器移載装置は，貯蔵梱包クレーン室と輸送容器検査室の

間で，燃料集合体用輸送容器を搬送する。 

梱包天井クレーン及び容器移載装置のイメージ図を第６．

２－１図に示す。 

 

第６．２－１図 梱包天井クレーン及び容器移載装置のイメ

ージ図 
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６．３ 梱包・出荷設備（保管室天井クレーン） 

保管室天井クレーンは，輸送容器検査室，輸送容器保管室

及び入出庫室の間で，燃料集合体用輸送容器等を搬送する。 

燃料集合体用輸送容器は，輸送車両の荷台に積載し，ＭＯ

Ｘ燃料加工施設外へ出荷する。 

保管室天井クレーンのイメージ図を第６．３－１図に示す。 

 

第６．３－１図 保管室天井クレーンのイメージ図 
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７．貯蔵施設 

７．１ 貯蔵容器一時保管設備 

一時保管ピットは，混合酸化物貯蔵容器を貯蔵する。 

貯蔵容器一時保管設備のイメージ図を第７．１－１図に示

す。 

 

第７．１－１図 貯蔵容器一時保管設備のイメージ図 
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７．２ 原料ＭＯＸ粉末缶一時保管設備 

原料ＭＯＸ粉末缶一時保管装置は，原料ＭＯＸ粉末を収納

した粉末缶を貯蔵する。 

原料ＭＯＸ粉末缶一時保管搬送装置は，原料ＭＯＸ粉末缶

一時保管装置，粉末調整工程搬送設備の間で，粉末缶を搬送

する。 

原料ＭＯＸ粉末缶一時保管設備のイメージ図を第７．２－

１図に示す。 

 

第７．２－１図 原料ＭＯＸ粉末缶一時保管設備のイメージ

図 
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７．３ ウラン貯蔵設備 

ウラン貯蔵棚は，原料ウラン粉末を貯蔵する。 

ウラン粉末缶入出庫装置は，ウラン貯蔵棚とウラン受入設

備の間で，ウラン粉末缶の受渡しを行う。 

ウラン貯蔵設備のイメージ図を第７．３－１図に示す。 

 

第７．３－１図 ウラン貯蔵設備のイメージ図 
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７．４ 粉末一時保管設備 

粉末一時保管装置は，各粉末を貯蔵する。 

粉末一時保管搬送装置は，粉末一時保管装置と粉末調整工

程搬送設備の間で，容器を搬送する。 

粉末一時保管設備のイメージ図を第７．４－１図に示す。 

 

第７．４－１図 粉末一時保管設備のイメージ図 
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７．５ ペレット一時保管設備 

ペレット一時保管棚は，ペレットを貯蔵する。 

焼結ボート入出庫装置は，ペレット一時保管棚と焼結ボー

ト受渡装置の間で，容器の移動を行う。 

焼結ボート受渡装置は，焼結ボート入出庫装置から容器を

受け取り，ペレット加工工程搬送設備へ受け渡す。 

ペレット一時保管設備のイメージ図を第７．５－１図に示

す。 

 

第７．５－１図 ペレット一時保管設備のイメージ図 
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７．６ スクラップ貯蔵設備 

スクラップ貯蔵棚は，研削粉，ＣＳ粉末，ＲＳ粉末，ＣＳ

ペレット及びＲＳペレットを貯蔵する。 

スクラップ保管容器入出庫装置は，スクラップ貯蔵棚とス

クラップ保管容器受渡装置の間で，容器の移動を行う。 

スクラップ保管容器受渡装置は，スクラップ保管容器入出

庫装置から容器を受け取り，ペレット加工工程搬送設備へ受

け渡す。 

スクラップ貯蔵設備のイメージ図を第７．６－１図に示す。 

 

第７．６－１図 スクラップ貯蔵設備のイメージ図 
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７．７ 製品ペレット貯蔵設備 

製品ペレット貯蔵棚は，検査を終了したペレットを貯蔵す

る。 

ペレット保管容器入出庫装置は，製品ペレット貯蔵棚とペ

レット保管容器受渡装置の間で，容器の移動を行う。 

ペレット保管容器受渡装置は，ペレット保管容器入出庫装

置から容器を受け取り，ペレット加工工程搬送設備へ受け渡

す。 

製品ペレット貯蔵設備のイメージ図を第７．７－１図に示

す。 

 

第７．７－１図 製品ペレット貯蔵設備のイメージ図 
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７．８ 燃料棒貯蔵設備 

燃料棒貯蔵棚は，貯蔵マガジンを貯蔵する。 

貯蔵マガジン入出庫装置は，搬送用コンベアと燃料棒貯蔵

棚の間で，貯蔵マガジンを搬送する。 

搬送用コンベアは，燃料棒収容設備，貯蔵マガジン入出庫

装置，ウラン燃料棒収容装置及び燃料集合体組立設備の間で，

貯蔵マガジンを搬送する。 

ＭＯＸ燃料加工施設外からウラン燃料棒を収納したウラン

燃料棒用輸送容器を受け入れ，ウラン燃料棒を取り出し，ウ

ラン燃料棒収容装置へ払い出す。 

ウラン燃料棒収容装置は，ウラン燃料棒及び被覆管を貯蔵

マガジンに収容する。 

燃料棒貯蔵設備のイメージ図を第７．８－１図に示す。 

 

第７．８－１図 燃料棒貯蔵設備のイメージ図 
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７．９ 燃料集合体貯蔵設備 

燃料集合体貯蔵チャンネルは，燃料集合体を貯蔵する。 

燃料集合体貯蔵設備のイメージ図を第７．９－１図に示す。 

 

第７．９－１図 燃料集合体貯蔵設備イメージ図 

  



補1－1－添1－63 

８．燃料製造における主な処理フロー以外の設備 

８．１ 分析試料採取設備（原料ＭＯＸ分析試料採取装置） 

原料ＭＯＸ分析試料採取装置は，原料ＭＯＸ粉末の分析試

料を採取し，分析設備へ払い出す。 

原料ＭＯＸ分析試料採取装置のイメージ図を第８．１－１

図に示す。 

 

第８．１－１図 原料ＭＯＸ分析試料採取装置のイメージ図 
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８．２ 分析試料採取設備（分析試料採取・詰替装置） 

分析試料採取・詰替装置は，原料ＭＯＸ粉末以外の粉末の

分析試料を採取し，分析設備への払出しを行うとともに，Ｃ

Ｓ粉末の容器の詰め替えを行う。 

分析試料採取・詰替装置のイメージ図を第８．２－１図に

示す。 

 

第８．２－１図 分析試料採取・詰替装置のイメージ図 
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８．３ スクラップ処理設備（回収粉末処理・詰替装置） 

回収粉末処理・詰替装置は，ペレット加工工程にて回収し

たペレット，研削粉の詰め替え及びＣＳペレットの粗粉砕処

理を行う。 

回収粉末処理・詰替装置は，ＲＳ粉末をスクラップ貯蔵設

備へ払い出す。 

回収粉末処理・詰替装置のイメージ図を第８．３－１図に

示す。 

 

第８．３－１図 回収粉末処理・詰替装置のイメージ図 
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８．４ スクラップ処理設備（回収粉末微粉砕装置） 

回収粉末微粉砕装置は，ＣＳ粉末を受け入れ，ウラン合金

ボールを使用し，微粉砕混合する。 

回収粉末微粉砕装置のイメージ図を第８．４－１図に示す。 

 

第８．４－１図 回収粉末微粉砕装置のイメージ図 
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８．５ スクラップ処理設備（回収粉末処理・混合装置） 

回収粉末処理・混合装置は，ＣＳ粉末及び添加剤を均一に

混合する。 

回収粉末処理・混合装置は，回収粉末の強制篩分を行う。 

回収粉末処理・混合装置のイメージ図を第８．５－１図に

示す。 

 

第８．５－１図 回収粉末処理・混合装置のイメージ図 
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８．６ スクラップ処理設備（再生スクラップ焙焼処理装置） 

再生スクラップ焙焼処理装置は，各工程から回収したＲＳ

粉末及びＲＳペレットの焙焼及び均一化混合を行う。 

再生スクラップ焙焼処理装置のイメージ図を第８．６－１

図に示す。 

 

第８．６－１図 再生スクラップ焙焼処理装置のイメージ図 
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８．７ スクラップ処理設備（再生スクラップ受払装置） 

再生スクラップ受払装置は，各工程から回収したＣＳ粉末，

ＣＳペレット，ＲＳ粉末，ＲＳペレット及び各試験粉末の受

払い並びに一時的な容器待機を行う。 

再生スクラップ受払装置のイメージ図を第８．７－１図に

示す。 

 

第８．７－１図 再生スクラップ受払装置のイメージ図 
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８．８ スクラップ処理設備（容器移送装置） 

容器移送装置は，再生スクラップ受払装置，再生スクラッ

プ焙焼処理装置，小規模試験設備及びペレット加工工程搬送

設備の間で，容器を搬送する。 

容器移送装置のイメージ図を第８．８－１図に示す。 

 

第８．８－１図 容器移送装置のイメージ図 
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８．９ 燃料棒解体設備 

燃料棒解体装置は，ＭＯＸ燃料棒を解体し，ＭＯＸ燃料棒

内のペレットを取り出す。 

燃料棒解体設備のイメージ図を第８．９－１図に示す。 

 

第８．９－１図 燃料棒解体設備のイメージ図 
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９．その他加工設備の附属施設（核燃料物質の検査設備） 

９．１ 分析設備 

気送装置，受払装置，受払・分配装置及び運搬台車は，受

払装置，分析装置，分析済液処理装置，粉末調整工程，ペレ

ット加工工程，燃料棒加工工程及び実験設備の間で，分析用

の核燃料物質を搬送する。 

分析装置は，各種分析を行う。 

分析済液処理装置は，分析済液からプルトニウム等を回収

する。 

分析設備のイメージ図を第９．１－１図に示す。 

 

第９．１－１図 分析設備のイメージ図 
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10．その他加工設備の附属施設（実験設備） 

10．１ 小規模試験設備（小規模粉末混合装置） 

小規模粉末混合装置は，小規模試験及びＣＳ処理における

各種粉末の混合，微粉砕混合，強制篩分及び粉末の物性測定

を行う。 

小規模粉末混合装置のイメージ図を第10．１－１図に示す。 

 

第10．１－１図 小規模粉末混合装置のイメージ図 
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10．２ 小規模試験設備（小規模プレス装置） 

小規模プレス装置は，先行試験及び小規模試験における各

種粉末の混合，圧縮成形及びペレットの検査を行う。 

小規模プレス装置のイメージ図を第10．２－１図に示す。 

 

第10．２－１図 小規模プレス装置のイメージ図 
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10．３ 小規模試験設備（小規模焼結処理装置，小規模焼結

炉排ガス処理装置） 

小規模焼結処理装置は，再焼結試験及び小規模試験におい

て，ペレットを所定の温度で焼結する。 

小規模焼結炉排ガス処理装置は，小規模焼結処理装置の小

規模焼結炉から排出される混合ガスの冷却，有機物の除去を

行う。 

小規模焼結処理装置及び小規模焼結炉排ガス処理装置のイ

メージ図を第10．３－１図に示す。 

 

第10．３－１図 小規模焼結処理装置及び小規模焼結炉排ガ

ス処理装置のイメージ図 
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10．４ 小規模試験設備（小規模研削検査装置） 

小規模研削検査装置は，先行試験，再焼結試験及び小規模

試験において，ペレットの研削，検査及び粗粉砕を行う。 

小規模研削検査装置のイメージ図を第10．４－１図に示す。 

 

第10．４－１図 小規模研削検査装置のイメージ図 
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10．５ 小規模試験設備（資材保管装置） 

資材保管装置は，各工程から回収したＣＳ粉末，ＣＳペレ

ット及び各試験粉末の受払い並びに一時的な容器待機を行う。 

資材保管装置のイメージ図を第10．５－１図に示す。 

 

第10．５－１図 資材保管装置のイメージ図 
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11．その他閉じ込めに関わる安全設計 

グローブボックスの負圧維持機能に関わる安全設計のイメ

ージ図を第11．－１図に示す。 

 

第11．－１図 グローブボックスの負圧維持機能に関わる安

全設計のイメージ図 
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各異常事象に対する発生防止対策について 

 

 ＭＯＸ燃料加工施設における閉じ込め機能の不全に至るお

それのある事象の検討として，核燃料物質が存在するＭＯＸ

燃料加工施設の各工程の設備・機器の破損，故障，誤動作あ

るいは運転員の誤操作による事象（外部電源喪失を含む。）

を想定し，グローブボックス，焼結炉，小規模焼結処理装置，

スタック乾燥装置，混合酸化物貯蔵容器及び燃料棒の閉じ込

め機能の不全の要因となる異常事象を抽出した。 

設備・機器の破損，故障，誤動作あるいは運転員の誤操作

から閉じ込め機能の不全の要因となる異常事象を経て閉じ込

め機能の不全に至るまでの事象の進展を想定し，その中でど

のような発生防止対策が講じられているかを確認することに

より，ＭＯＸ燃料加工施設の安全設計の妥当性を確認するこ

とができる。 

次頁以降に，各異常事象による閉じ込め機能の不全に至る

までの事象の進展と各種安全設計及びそのイメージを示す。 

なお，次頁以降で使用する略称は以下のとおりである。 

・グローブボックス等 

  …グローブボックス，焼結炉，小規模焼結処理装置，

スタック乾燥装置 

・焼結炉等 

  …焼結炉，小規模焼結処理装置 

・燃料棒等 

  …燃料棒，混合酸化物貯蔵容器 
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１．内部発生飛散物（回転羽根の損壊による飛散物）による

グローブボックス等の破損 

 内部発生飛散物（回転羽根の損壊による飛散物）の事象進

展と各種安全設計を第１－１図に，安全設計のイメージを第

１－２図に示す。 

 

第１－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第１－２図 内部発生飛散物（回転羽根の損壊）の発生防止

のイメージ 

 

 これらの対策により，内部発生飛散物（回転羽根の損壊に

よる飛散物）によるグローブボックス等の閉じ込め機能の不

全に至ることはない。  
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２．内部発生飛散物（重量物の落下による飛散物）によるグ

ローブボックス等の破損 

内部発生飛散物（重量物の落下による飛散物）の事象進展

と各種安全設計を第２－１図に，安全設計のイメージを第２

－２図に示す。 

 

第２－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

 

 

第２－２図 内部発生飛散物（重量物の落下による飛散物）

の発生防止のイメージ 
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 これらの対策により，内部発生飛散物（重量物の落下によ

る飛散物）によるグローブボックス等の閉じ込め機能の不全

に至ることはない。 
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３．機器の逸走によるグローブボックス等の破損 

機器の逸走の事象進展と各種安全設計を第３－１図に，安

全設計のイメージを第３－２図に示す。 

 

第３－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

 

第３－２図 機器の逸走の発生防止のイメージ 

 

 これらの対策により，機器の逸走によるグローブボックス

等の閉じ込め機能の不全に至ることはない。 
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４．崩壊熱によるグローブボックスの破損 

崩壊熱の事象進展と各種安全設計を第４－１図に，安全設

計のイメージを第４－２図に示す。 

 

 

第４－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第４－２図 崩壊熱除去のイメージ 

 

 これらの対策により，崩壊熱によるグローブボックスの閉

じ込め機能の不全に至ることはない。 
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５．火災によるグローブボックスの破損 

火災の事象進展と各種安全設計を第５－１図に，安全設計

のイメージを第５－２図及び第５－３図に示す。 

 

 

第５－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第５－２図 グローブボックス内の火災の感知・消火のイメ

ージ 
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第５－３図 グローブボックス外の火災の感知・消火のイメ

ージ 

 

 これらの対策により，火災よるグローブボックスの閉じ込

め機能の不全に至ることはない。 
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６．グローブボックス，スタック乾燥装置の負圧維持機能の

喪失 

負圧維持機能の喪失の事象進展と各種安全設計を第６－１

図に，安全設計のイメージを第６－２図に示す。 

 

第６－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

 

第６－２図 グローブボックスの負圧維持のイメージ 
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 これらの対策により，負圧維持機能の喪失によるグローブ

ボックス，スタック乾燥装置の閉じ込め機能の不全に至るこ

とはない。 
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７．焼結炉等の水素爆発 

水素爆発の事象進展と各種安全設計を第７－１図に，安全

設計のイメージを第７－２図に示す。 

 

 

第７－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

 

第７－２図 異常な温度上昇の防止のイメージ 
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第７－３図 空気混入の防止・異常な温度上昇の防止の 

イメージ 

 

 これらの対策により，水素爆発による焼結炉等の閉じ込め

機能の不全に至ることはない。 
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８．焼結炉等の負圧維持機能の喪失 

負圧維持機能の喪失の事象進展と各種安全設計を第８－１

図に，安全設計のイメージを第８－２図に示す。 

 

 

第８－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第８－２図 焼結炉の負圧維持のイメージ 

 

 これらの対策により，負圧維持機能の喪失による焼結炉等

の閉じ込め機能の不全に至ることはない。 
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９．内部発生飛散物（回転羽根の損壊による飛散物）による

燃料棒等の破損 

内部発生飛散物（回転羽根の損壊による飛散物）の事象進

展と各種安全設計を第９－１図に，安全設計のイメージを第

９－２図に示す。 

 

 

 

第９－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第９－２図 内部発生飛散物（回転羽根の損壊）発生防止の

イメージ 

 

 これらの対策により，内部発生飛散物（回転羽根の損壊に

よる飛散物）による燃料棒等の閉じ込め機能の不全に至るこ

とはない。 
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10．内部発生飛散物（重量物落下による飛散物）による燃料

棒等の破損 

内部発生飛散物（重量物落下による飛散物）の事象進展と

各種安全設計を第10－１図に，安全設計のイメージを第10－

２図に示す。 

 

第10－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第10－２図 内部発生飛散物（重量物落下による飛散物） 

発生防止のイメージ 

 

 これらの対策により，内部発生飛散物（重量物落下による

飛散物）による燃料棒等の閉じ込め機能の不全に至ることは

ない。 
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11．機器干渉による燃料棒等の破損 

機器干渉の事象進展と各種安全設計を第11－１図に，安全

設計のイメージを第11－２図に示す。 

 

第11－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第11－２図 機器干渉による燃料棒の破損防止のイメージ 

 

 これらの対策により，機器干渉による燃料棒等の閉じ込め

機能の不全に至ることはない。 
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12．燃料棒等の落下による破損 

燃料棒等の落下の事象進展と各種安全設計を第12－１図に，

安全設計のイメージを第12－２図に示す。 

 

第12－１図 事象の進展と各種安全設計 

 

第12－２図 落下による燃料棒等の破損防止のイメージ 

 

 これらの対策により，落下による燃料棒等の閉じ込め機能

の不全に至ることはない。 
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